
公
卿
議
定
制
か
ら
見
る
院
政
の
成
立

美

ノ

圭

【
要
約
】
　
少
な
く
と
も
九
世
紀
末
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
鑑
定
に
対
す
る
摂
関
家
の
支
配
が
確
立
し
た
の
は
、
道
長
、
頼
通
と
い
う
摂
関
政

治
の
全
盛
期
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
代
に
、
陣
雲
は
国
家
の
重
大
事
か
ら
日
常
政
務
ま
で
を
審
議
す
る
公
卿
議
定
制
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
院
政

期
に
な
る
と
寺
社
職
訴
が
頻
発
す
る
が
、
こ
れ
に
対
処
す
る
中
で
陣
定
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
り
、
内
裏
の
御
前
定
、
殿
上
定
以
下
の
公
卿
議
定
が
多
く

な
る
。
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
の
堀
河
天
皇
の
死
と
と
も
に
寺
社
願
訴
に
対
し
て
は
院
御
所
議
定
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
以
降
、
院
御
所
議
定
は
は
じ

め
て
家
政
的
次
元
を
越
え
た
国
政
上
の
問
題
を
扱
う
「
最
高
審
理
機
関
」
と
な
る
。
こ
こ
に
院
御
所
議
定
制
が
成
立
し
、
政
治
の
主
導
権
を
院
が
完
全
に

手
中
に
し
、
以
後
の
専
制
君
主
と
し
て
の
院
の
性
格
の
起
点
は
こ
の
時
点
に
求
め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
九
巻
四
号
　
一
九
八
六
年
七
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
本
論
文
は
、
主
に
白
河
院
政
の
成
立
の
問
題
を
、
朝
廷
に
お
け
る
公
卿
議
定
制
を
通
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
棚
橋
光
男
氏
は
、
院
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

期
の
朝
廷
の
訴
訟
勘
決
機
関
の
か
な
め
と
し
て
選
定
を
位
置
づ
け
た
が
、
氏
の
研
究
は
、
摂
関
期
に
も
機
能
し
て
い
た
陣
定
と
の
相
違
が
専
ら

議
事
内
容
の
変
化
に
屡
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
も
、
朝
廷
の
政
治
機
構
の
中
で
、
陣
定
を
含
め
た
公
卿

議
定
鰯
全
体
の
変
化
、
と
り
わ
け
白
河
院
政
期
後
半
に
顕
著
に
な
る
院
御
所
に
お
け
る
公
卿
議
定
制
の
内
容
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
　
棚
橋
光
男
「
院
政
期
の
訴
訟
制
度
」
（
『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
塙
書
房
一
九
八
三
年
所
収
）
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隔
　
陣
定
に
つ
い
て
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院
政
期
の
公
卿
議
定
制
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
摂
関
期
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。

藤
木
邦
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
定
と
呼
ば
れ
る
公
卿
議
定
の
形
式
に
は
、
御
前
定
、
殿
上
定
、
陣
定
の
類
が
あ
っ
た
。

し
か
し
御
前
定
・
殿
上
定
は
前
後
を
通
じ
て
そ
の
事
例
が
あ
ま
り
見
ち
れ
ず
、
恐
ら
く
極
め
て
特
殊
の
癒
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
比
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

陣
定
は
甚
だ
普
通
に
頻
り
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
政
務
執
行
に
お
い
て
は
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
一
六
）

　
陣
定
と
は
、
内
裏
の
左
近
衛
ま
た
は
右
近
衛
の
陣
座
で
行
わ
れ
た
公
卿
の
議
定
で
あ
る
。
そ
の
起
源
と
し
て
は
、
『
西
宮
記
』
に
「
延
木
十

六
・
十
二
、
於
二
蔵
人
所
一
被
レ
定
二
行
幸
日
時
ハ
初
有
二
陣
定
こ
と
あ
る
が
、
藤
木
琉
は
こ
れ
に
は
従
い
難
い
と
し
、
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
年
（
八
六
一
）
五
月
十
一
日
甲
申
条
以
降
、
陣
定
の
こ
と
が
数
多
く
国
史
や
記
録
に
現
わ
れ
て
く
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
条
に
は
、
「
式
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
濱
和
）
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
良
相
）

省
奏
二
諸
国
郡
司
物
腰
ハ
帝
不
レ
御
漏
前
殿
ハ
右
大
臣
於
二
三
頭
一
定
而
奏
焉
」
と
あ
り
、
公
卿
議
定
と
し
て
の
陣
定
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で

　
③
あ
る
。
藤
木
氏
は
、
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
十
二
月
に
剥
身
が
は
じ
ま
っ
た
と
す
る
『
西
宮
記
』
の
説
を
「
す
で
に
そ
れ
以
前
に
そ
の
実
施
例

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
に
掲
げ
た
諸
分
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
斥
け
る
が
、
氏
の
掲
げ
た
実
例
の
う
ち
延
喜

十
六
年
以
前
の
例
は
、
『
大
鏡
』
の
巻
二
に
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
の
陽
成
天
皇
譲
位
の
際
、
藤
原
基
経
が
、
「
平
成
院
お
り
さ
せ
給
ふ
べ
き
早
牛

に
候
は
せ
給
ふ
」
と
い
う
記
事
が
唯
一
で
あ
る
。
管
見
で
は
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
六
月
二
十
五
日
条
に
、
相
撲
司
任
官
の

人
選
に
つ
い
て
「
左
右
大
臣
已
下
於
二
左
乗
下
一
先
議
定
」
と
あ
る
の
が
、
『
大
鏡
』
の
記
事
に
つ
い
で
古
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
藤
木
氏
は
、
既
に
弘
仁
（
八
一
〇
1
八
二
四
）
ご
ろ
陣
定
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
従
い
難
い
。
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
は
、
公
卿
が
陣
座
に
候
す
る
事
例
の
う
ち
最
も
早
い
の
は
『
日
本
紀
略
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
正
月
甲
寅
朔
条
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

外
記
庁
で
な
く
陣
で
太
政
官
の
政
務
を
と
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
の
が
九
世
紀
後
半
で
あ
る
と
す
る
最
近
の
武
光
誠
氏
の
研
究
か
ら
見
て
も
、
陣

定
が
弘
仁
年
間
に
開
始
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
正
確
な
起
源
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
陣
で
太
政
官
の
政
務
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
九
世
紀
後
半
、
つ
ま
り
先
の
『
大
鏡
』
の
記
事
に
あ
る
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
を
そ
れ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
時
期
に
求
め
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　
源
高
明
に
よ
っ
て
十
世
紀
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
『
西
宮
記
』
は
砂
肝
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
一
、
陣
定
事
、
上
卿
奉
レ
勅
二
二
外
記
ハ
廻
凶
告
諸
島
（
旨
々
参
会
、
上
卿
以
伝
二
上
冒
ハ
若
有
二
文
書
一
書
量
見
下
、
諸
書
一
々
陳
卵
一
所
レ
懐
之
理
一
躍
レ
下
申
上

　
　
加
剛
柏
レ
、
上
卿
或
令
二
参
議
一
書
コ
定
申
旨
ハ
付
二
頭
蔵
人
一
奏
聞
、
軽
事
以
レ
詞
奏
書
舞
獄
剃
肝
慰
霧
撃
．

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
①
陣
定
の
上
卿
は
、
外
記
に
命
令
し
て
公
卿
を
召
集
さ
せ
る
こ
と
、
②
諸
卿
の
発
言
は
下
位
の
者
か
ら
行
う
こ
と
、

③
上
卿
は
参
議
に
命
じ
て
そ
の
発
言
を
記
録
さ
せ
、
頭
蔵
人
を
し
て
奏
聞
さ
せ
る
こ
と
の
三
点
で
あ
ろ
う
。
『
西
宮
記
』
か
ら
一
世
紀
以
上
経

た
天
永
二
年
（
＝
一
一
）
に
成
立
し
た
『
江
家
次
第
』
の
巻
十
八
「
陣
定
事
」
条
で
は
記
述
が
か
な
り
詳
細
と
な
り
、
作
法
が
か
な
り
細
部
ま

で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
三
点
に
つ
い
て
は
、
③
の
「
参
議
」
が
「
大
弁
」
に
限
定
さ
れ
た
り
（
「
頭
蔵
人
」
が
「
蔵
人
」
と
さ
れ
る
よ

う
な
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
質
的
で
は
な
く
、
基
本
的
な
変
化
を
う
け
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陣
定
は
摂
関
全
盛
の
道

長
、
頼
通
時
代
を
前
に
、
す
で
に
制
度
と
し
て
は
完
成
の
域
に
達
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
橋
本
義
彦
氏
は
、
摂
関
政
治
に
お
い
て
は
、
摂
関
は
そ
の
上
卿
を
任
じ
て
議
題
を
指
示
し
て
会
議
を
開
か
せ
る
が
、
原
則
と
し
て
そ
の
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
は
加
わ
ら
ず
、
そ
の
結
果
の
報
告
を
う
け
、
そ
れ
に
裁
断
を
く
だ
す
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
る
に
道
長
は
長
年
摂
関
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

就
任
せ
ず
、
筆
頭
大
臣
で
あ
る
左
大
臣
、
一
上
と
し
て
度
々
陣
定
に
出
席
し
、
そ
の
上
卿
も
勤
め
て
い
る
。
准
摂
政
の
道
長
が
一
上
と
し
て
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

政
官
の
庶
政
を
執
行
し
た
こ
と
は
当
時
非
常
に
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
道
長
は
内
覧
で
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
時
代
に
内
覧
文
書
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
次
第
に
そ
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
道
長
の
姿
勢
に
見
ら
れ
る
の
は
、
太
政
官
政
務
の
整
備
と
そ
の
把
握
に
著
し
く

積
極
的
な
こ
と
で
あ
る
。
道
長
は
一
上
の
立
場
か
ら
陣
定
に
繊
嫁
し
、
時
に
は
自
ら
上
卿
と
も
な
り
、
そ
の
審
議
を
積
極
的
に
主
導
し
、
さ
ら

に
内
覧
と
し
て
そ
の
裁
決
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
七
月
末
、
伊
勢
外
宮
正
殿
が
大
風
の
た
め
顛
倒
す
る
と
い
う
「
非
常
希
代
」
の
事
態
が
お
こ
っ
た
た
め
、
八
月
に

43　（509）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

入
る
と
関
白
頼
通
は
蔵
人
頭
藤
原
子
房
を
召
し
て
、
陣
定
を
開
き
そ
の
処
置
を
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
陣
定
に
対
し
て
、

右
大
臣
藤
原
実
資
は
「
此
定
事
於
二
御
前
一
可
レ
有
二
其
定
“
也
、
事
尤
無
二
下
灘
一
零
墨
、
不
レ
可
レ
准
二
人
組
事
一
軸
、
」
と
批
判
し
、
こ
の
よ
う
な
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
事
は
天
皇
の
御
前
で
審
議
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
の
ち
の
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
八
月
に
内
宮
正
殿
が
傾
い
た
際
に
も
陣
定
が
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
　
資
）

が
、
藤
原
宗
忠
は
右
の
例
を
ひ
き
、
「
彼
時
習
野
宮
右
大
臣
被
レ
申
云
、
公
卿
定
於
二
御
前
一
可
レ
被
レ
行
也
、
国
家
大
事
於
レ
思
者
二
定
申
一
事
、
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

被
二
甘
心
剛
者
」
と
「
国
家
大
事
」
に
鑑
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
十
世
紀
の
平
日
門
の
乱
の
場
合

天
慶
二
年
（
九
三
九
）
十
二
月
、
常
陸
に
次
い
で
上
野
、
下
野
国
衙
の
襲
撃
が
信
濃
国
を
通
じ
て
京
都
に
報
告
さ
れ
る
と
「
変
事
二
二
非
常
ハ
無
レ

不
二
騒
動
こ
と
い
う
中
、
内
裏
の
殿
上
で
議
定
が
開
か
れ
「
三
箇
一
極
国
使
、
左
右
馬
兵
庫
寮
等
勅
使
、
東
西
要
害
関
々
中
々
警
固
使
事
」
が

　
　
　
　
　
　
⑬

議
さ
れ
て
い
る
し
、
藤
原
純
正
の
乱
で
も
、
純
友
自
身
の
追
討
を
最
終
的
に
決
定
し
た
の
は
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
正
月
十
五
日
の
朱
雀
天
皇
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

前
で
の
議
定
に
於
て
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
一
世
紀
の
還
来
の
来
冠
や
平
忠
常
の
乱
で
は
、
陣
定
は
度
々
開
か
れ
て
い
る
が
、
御
前

定
や
殿
上
定
が
あ
っ
た
証
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
長
、
頼
通
と
い
う
摂
関
全
盛
期
に
、
愛
翫
は
日
常
の

政
務
に
関
す
る
こ
と
ば
か
り
か
「
国
家
大
事
」
ま
で
審
議
す
る
に
至
り
、
公
卿
議
定
制
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
陣

定
の
権
威
を
高
め
た
摂
関
は
、
以
後
道
長
の
よ
う
に
上
卿
と
し
て
議
定
を
主
導
し
な
く
と
も
、
十
分
陣
定
に
対
す
る
主
導
権
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
既
に
実
質
的
に
は
院
政
時
代
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
天
皇
の
主
導
権
が
格
段
に
強
化
さ
れ
て
い
た
白
河
親
政
期
、
承
暦
四
年
（
一
〇
八
○
）
閏
八

月
の
陣
定
で
は
、
高
麗
国
の
要
請
に
応
じ
て
医
師
を
派
遣
す
る
か
否
か
が
審
議
さ
れ
た
。
閏
八
月
五
日
の
陣
定
で
上
卿
を
勤
め
た
大
納
言
源
俊

房
は
、
当
日
右
大
臣
藤
原
俊
家
、
内
大
臣
藤
原
能
長
が
揮
あ
り
と
称
し
て
参
仕
し
な
い
こ
と
を
関
白
師
実
に
言
上
し
、
そ
の
指
示
で
天
皇
に
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

聞
、
天
皇
の
御
気
色
に
よ
っ
て
俊
家
を
召
し
て
い
る
。
ま
た
定
文
を
八
日
に
内
覧
、
奏
聞
し
よ
う
と
す
る
が
、
師
実
が
八
、
九
日
と
物
忌
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
、
十
日
に
行
う
こ
と
を
決
定
す
る
。
再
度
十
四
日
の
卜
定
で
も
種
々
の
意
見
が
出
て
一
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
結
局
師
実
の
夢
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

中
で
故
頼
通
が
遣
す
べ
か
ら
ず
と
述
べ
た
と
い
う
の
で
派
遣
は
と
り
や
め
と
な
る
。
ま
た
白
河
が
堀
河
に
譲
位
し
た
後
の
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
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四
月
十
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
若
狭
守
藤
原
行
綱
申
請
の
条
々
事
に
関
す
る
陣
定
は
、
大
納
言
兼
民
部
卿
源
経
信
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
白
師
実
の
命
令
に
よ
っ
て
二
十
三
臼
に
延
期
さ
れ
た
。
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
二
月
十
八
日
の
伊
勢
屋
神
宮
仮
殿
遷
宮
事
以
下
を
議
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

め
の
陣
定
も
、
関
白
師
実
の
日
次
宜
し
か
ら
ず
と
い
う
命
に
よ
っ
て
、
翌
日
に
延
引
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
て
も
、
摂
関
が
陣
定
に
対

し
て
、
裁
決
の
権
限
と
日
程
の
決
定
権
の
両
面
か
ら
主
導
権
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
づ
ま
り
、
摂
関
政
治
の
全
盛
期
に
、
測
定
は
国
家
の
重
大
事
か
ら
日
常
政
務
ま
で
を
審
議
す
る
公
卿
議
定
制
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
摂

関
の
陣
定
に
対
す
る
主
導
権
も
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

公卿議定制から見る院政の成立（美川）

①
藤
木
邦
彦
「
陣
定
に
つ
い
て
」
（
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
『
歴
史

　
と
文
化
』
V
）
。

②
　
藤
…
木
舗
削
掲
払
譲
文
二
六
－
七
口
以
。

⑧
『
中
右
記
』
天
永
三
年
二
一
＝
一
）
十
二
月
十
日
条
で
、
藤
原
宗
忠
は
、
当

　
日
陣
定
が
開
か
れ
た
こ
と
を
「
専
不
レ
可
レ
被
レ
催
二
人
々
一
鰍
」
と
批
難
し
、
「
御
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
俊
欝
）

　
服
定
、
只
被
レ
下
二
日
時
一
許
也
、
伽
左
府
、
宰
相
一
人
許
可
レ
参
事
蹴
」
と
述
べ
て

　
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
百
座
で
開
か
れ
る
定
の
中
に
、
諸
卿
を

　
召
集
す
る
陣
定
と
、
こ
の
時
の
左
大
臣
俊
房
の
如
き
上
卿
と
定
文
執
筆
等
に
携
わ

　
る
参
議
の
み
に
よ
る
定
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
陣
座
に
於
け
る
定
と
い
っ
て
も
、

　
陣
定
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
美
事
と
認
識
さ
れ
た
問
題
の
多
く
が
後

　
者
の
定
で
処
理
ざ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
貞
観
三
年
の
事
例
も
、
諸

　
卿
を
催
し
た
形
跡
は
な
く
、
後
者
の
系
統
に
属
す
る
定
で
あ
る
と
思
う
。

④
こ
の
記
窮
は
『
続
日
本
後
面
』
同
日
条
に
見
え
る
。

⑤
武
光
誠
「
摂
関
期
の
太
政
官
政
治
の
特
質
一
陣
申
文
を
中
心
に
一
」
（
『
ヒ
ス
ト

　
リ
ァ
』
　
〇
六
号
）
一
二
頁
。

⑥
　
橋
本
義
彦
「
摂
関
政
治
論
」
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七

　
山
ハ
年
訴
川
収
）
入
八
百
ハ
。

⑦
藤
木
前
掲
論
文
。

⑧
　
出
本
信
吉
「
一
上
考
」
（
『
国
史
学
』
九
六
一
）
二
二
頁
。

⑨
山
本
儒
吉
「
平
安
申
期
の
内
覧
に
つ
い
て
」
（
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
録
会
編

　
『
続
臼
本
古
代
史
論
集
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
一
九
七
二
年
所
収
）
二
四
九
頁
。

⑩
『
春
記
』
長
久
元
年
八
月
条
。
同
八
月
四
巳
条
。

⑪
　
　
『
春
記
』
長
久
元
年
八
月
五
日
条
。

⑫
『
中
右
記
』
寛
治
六
年
八
月
十
七
二
条
。

⑬
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年
十
二
月
二
十
九
日
条
。

⑭
『
北
山
抄
』
四
、
拾
遣
雑
抄
下
、
弁
官
預
参
朝
議
慕
。
『
愛
媛
県
史
古
代
H

　
中
世
』
（
一
九
入
四
年
）
二
〇
五
頁
。

⑯
　
刀
伊
の
来
雨
に
関
し
て
は
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
烈
月
十
八
日
、
二
十
七
日
、

　
六
月
二
十
九
日
条
。
平
忠
常
の
乱
に
つ
い
て
は
『
左
経
記
』
長
元
元
年
六
月
二
十

　
一
日
条
。
倶
し
『
百
錬
抄
』
長
元
元
年
二
月
二
十
一
日
条
の
「
公
卿
定
」
に
つ
い

　
て
は
陣
定
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
。

⑯
『
水
左
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
五
日
条
。

⑰
　
　
『
水
左
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
八
日
条
。

⑱
『
水
左
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
十
凶
日
条
。
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⑲
簡
水
左
記
』
承
暦
四
年
閏
八
月
二
十
三
日
条
。
同
二
十
四
日
条
。
『
帥
記
』
承

暦
四
年
閏
入
月
二
十
五
日
条
。

⑳
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年
四
月
十
五
日
条
。
『
中
右
記
』
寛
治
六
年
四
月

　
二
十
三
日
遅
。

⑳
　
　
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
二
月
十
八
日
条
。

46 （512）

二
　
陣
定
と
院
御
所
議
定

　
白
河
、
鳥
羽
院
政
期
の
公
卿
議
定
調
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
、
第
一
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
橋
本
義
彦
氏
の
研
究
で
あ
る
。
橋
本

玩
に
よ
れ
ば
摂
関
期
に
な
る
と
次
の
三
点
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
い
う
。

　
ω
摂
関
の
立
場
の
変
化
。

　
　
摂
関
期
一
摂
政
は
天
皇
に
代
っ
て
公
卿
の
議
定
に
裁
断
。
関
白
は
天
皇
勅
裁
を
補
佐
す
る
。

　
　
院
政
期
一
上
皇
が
裁
決
の
実
権
を
握
り
、
摂
関
も
公
卿
と
と
も
に
審
議
す
る
立
場
に
留
ま
る
。

　
②
議
定
の
揚
の
変
化
。

　
　
摂
関
期
－
陣
定
中
心
。

　
　
院
政
期
一
院
御
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

　
③
議
定
の
構
成
員
の
変
化
。

　
　
摂
関
期
一
前
官
や
非
参
議
を
除
く
狭
義
の
公
卿
。
公
卿
全
員
が
議
定
に
参
加
し
た
例
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
公
卿
以
外
の
も
の
が
加
わ
っ
た

　
　
　
　
　
　
例
も
な
い
。

　
　
院
政
期
一
議
定
参
加
者
が
院
宣
に
よ
っ
て
指
名
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
前
官
の
公
卿
が
参
加
す
る
例
も
現
わ
れ
る
。

　
院
政
期
の
全
般
的
な
見
通
し
と
し
て
は
右
の
整
理
は
優
れ
て
お
り
、
院
権
力
の
位
置
が
明
確
な
点
で
も
底
盤
に
値
す
る
。
し
か
し
ω
②
③
相

互
の
関
係
を
中
心
に
と
ら
え
直
し
て
み
る
と
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
変
化
な
の
か
曖
昧
な
部
分
が
あ
る
。
そ
の
不
明
確
さ
の
大
き
な
理
由
は
、



公卿議定舗から見る院政の成立（美川）

玩
が
陣
定
、
内
裏
の
天
皇
の
御
座
所
で
行
う
御
前
定
、
清
涼
殿
の
殿
上
間
に
お
け
る
殿
上
定
、
内
裏
の
摂
関
宿
所
で
行
う
殿
下
厚
身
議
定
、
摂

関
邸
で
の
殿
下
議
定
、
さ
ら
に
院
御
所
で
の
公
卿
議
定
な
ど
を
す
べ
て
一
括
し
て
論
じ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
解
決
に
は
、
議
定

の
区
分
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
朝
廷
の
政
治
の
変
化
は
、
今
ま
で
の
制
度
を
破
砕
せ
ず
、
形
骸
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
す

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
陣
定
で
は
院
政
期
に
至
っ
て
も
摂
関
が
議
定
に
参
加
し
た
例
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
陣
定
に
お
い
て
は
摂
関
が
公
卿
と
と
も
に

審
議
す
る
立
場
に
留
ま
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
公
卿
の
議
定
に
裁
断
を
下
す
立
場
に
変
わ
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
摂

関
は
陣
定
の
裁
決
権
を
保
持
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
第
二
に
、
後
白
河
院
政
期
の
若
干
例
を
除
い
て
、
院
政
期
に
お
い
て
も
仮
定
に
参
加
す
る
公
卿
が
院
宣
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

陣
定
で
は
上
卿
が
外
記
に
仰
せ
て
左
大
臣
以
下
の
現
任
公
卿
全
員
を
召
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
一
部
の
有
力
公
卿
の
参
仕
が
特
別
に
促
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
③

と
は
あ
っ
て
も
、
参
仕
者
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
議
定
に
参
加
で
き
る
の
は
、
一
般
に
上
卿
と
し
て
公
事
を
奉

行
す
る
左
大
臣
以
下
の
公
卿
、
普
通
上
卿
は
勤
め
な
い
が
納
言
以
上
の
補
佐
や
定
文
の
執
筆
な
ど
を
担
当
す
る
参
議
、
つ
ま
り
狭
義
の
公
卿
に

限
ら
れ
、
前
官
や
非
参
議
も
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。
公
事
を
奉
行
し
な
い
立
場
に
あ
る
太
政
大
臣
が
参
加
し
た
例
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
は
、
陣
定
が
朝
廷
の
太
政
官
政
治
の
最
高
責
任
者
た
ち
に
よ
る
議
定
、
換
言
す
れ
ぱ
太
政
官
議
政
官
会
議
の
性
格
を
、
院
政
期
に

至
る
ま
で
長
く
維
持
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
橋
本
氏
の
述
べ
た
院
政
期
の
公
卿
議
定
の
変
化
が
、
陣
定
に
関
す
る
限

り
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
陣
笠
以
外
の
公
卿
議
定
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
内
裏
の
天
皇
の
御
前
で
開
か
れ
る

御
前
定
が
あ
る
。
『
西
宮
記
』
御
前
定
の
項
に
よ
る
と
、
そ
の
形
式
に
陣
定
と
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
公
卿
座
如
二
除
目
時
二
と
あ

り
除
目
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
叙
位
・
除
目
の
儀
で
は
、
公
卿
が
天
皇
御
前
に
召
さ
れ
て
一
連
の
儀
式
を
行
う

の
が
通
例
だ
が
、
そ
の
際
、
特
に
天
皇
が
判
断
を
保
留
し
た
件
に
つ
い
て
公
卿
議
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
正
月
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二
十
八
日
の
除
目
で
は
、
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
公
卿
議
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
左
大
臣
源
俊
房
の
他
に
関
白
師
通
も
御
前
座
に
着
い
て

　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耐
力
）

い
る
。
除
目
以
外
の
御
前
定
で
も
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
十
二
月
二
十
日
の
議
定
に
於
て
「
大
臣
三
人
被
レ
候
二
御
前
ハ
他
人
不
レ
預
二
野
紙
凧

　
　
⑤

と
あ
り
、
こ
の
時
の
大
臣
三
人
に
は
、
関
白
左
大
臣
教
通
が
当
然
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
御
前
定
で
審
議
に
加
わ
る
公
卿
が
選
定
さ
れ
た
か
否
か
の
例
と
し
て
は
、
ま
ず
右
の
治
暦
四
年
十
二
月
二
十
日
の
例
が
あ
る
が
、
他
に
も
長

治
元
年
（
＝
〇
四
）
十
月
二
十
六
日
、
天
台
座
主
慶
朝
の
追
却
を
は
じ
め
と
す
る
延
暦
寺
の
騒
乱
に
際
し
て
開
か
れ
た
御
前
定
が
あ
る
。
こ
の

臼
の
夕
刻
に
至
っ
て
、
に
わ
か
に
諸
卿
が
召
さ
れ
て
陣
定
が
開
か
れ
た
が
、
議
定
の
内
容
の
定
文
が
作
成
さ
れ
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
る
と
、
左
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

臣
源
俊
房
、
内
大
臣
源
雅
実
、
民
部
卿
源
俊
明
の
み
が
天
皇
御
前
に
召
さ
れ
て
重
ね
て
議
定
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
同
年
六
月
二
十
四
日
の
延
暦

寺
大
衆
奏
状
に
関
す
る
御
前
定
の
際
も
、
同
じ
日
に
行
わ
れ
た
内
裏
殿
上
定
で
の
議
定
の
内
容
が
頭
二
重
資
を
通
じ
て
奏
上
さ
れ
る
と
、
天
皇

は
殿
上
定
参
仕
者
の
中
か
ら
さ
ら
に
左
大
臣
俊
房
、
右
大
臣
で
内
覧
の
忠
実
、
内
大
臣
雅
実
だ
け
を
召
し
、
御
前
に
お
い
て
議
定
を
行
わ
せ
て

　
⑦
い
る
。
御
前
定
で
は
、
摂
関
は
審
議
す
る
立
場
に
あ
り
、
天
皇
に
よ
る
議
定
参
加
者
の
選
定
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
内
裏
清
涼
殿
の
殿
上
間
で
行
わ
れ
る
殿
上
定
に
つ
い
て
は
、
藤
木
氏
に
よ
る
と
、
す
で
に
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る

　
　
　
⑧

と
い
う
が
、
種
々
の
儀
式
書
に
も
そ
の
形
式
に
関
す
る
具
体
的
な
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
に
『
江
家
次
第
』
の
陣
定
事
条
の
中
に
、

議
定
の
定
文
に
つ
い
て
「
或
於
二
殿
上
一
定
申
獅
趣
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
定
文
を
書
く
か
否
か
が
任
意
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
内
裏
殿
上

定
が
臨
時
に
重
要
な
政
務
を
評
議
す
る
場
合
に
開
か
れ
、
そ
の
開
催
頻
度
が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
儀
式
化
の
度
合
が
極
め
て
低
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
殿
上
定
で
は
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
月
二
十
六
日
、
堀
河
天
皇
の
内
裏
殿
上
で
の
審
議
に
関
白
師
通
並
び
に
前
関
白
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

実
が
と
も
に
加
わ
り
、
焼
亡
し
た
里
亭
皇
居
に
関
す
る
処
置
を
議
し
て
い
る
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
摂
関
は
審
議
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
六
月
二
十
四
日
の
内
裏
殿
上
定
で
は
「
今
日
鹸
磁
心
レ
及
レ
広
、
人
々
有
二
勅
二
一
限
也
」
と
議
定
の
参
加
者

が
、
左
大
臣
俊
房
、
右
大
臣
忠
実
、
内
大
臣
雅
実
、
治
部
卿
俊
実
、
右
大
弁
宗
忠
、
左
大
弁
基
綱
と
、
堀
河
天
皇
の
勅
断
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ

　
　
⑱

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陣
定
と
は
異
っ
て
、
殿
上
定
に
お
い
て
摂
関
は
議
定
に
参
加
し
て
審
議
す
る
立
場
に
あ
り
、
天
皇
に
よ
る
参
加
者
の
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公卿議定制から見る院政の成立（美川）

選
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
院
御
所
に
公
卿
を
召
し
て
開
か
れ
る
院
御
所
議
定
に
も
、
院
御
前
で
の
議
定
と
院
殿
上
で
の
議
定
が
あ
っ
た
。
院
御
前
定
の
実
例
は
ご
く
少

な
い
が
、
一
例
と
し
て
永
久
元
年
（
＝
＝
二
）
四
月
二
十
一
日
、
延
暦
・
興
福
両
寺
の
大
衆
の
発
向
と
京
都
で
の
衝
突
の
危
機
と
い
う
緊
急
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

態
の
中
で
開
か
れ
た
議
定
を
見
る
と
、
摂
政
忠
実
が
審
議
に
加
わ
っ
て
お
り
、
摂
関
が
審
議
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
久
寿
二
年
（
＝
五
五
）
七
月
二
十
三
日
の
近
衛
天
皇
が
な
く
な
っ
た
当
B
、
鳥
羽
法
皇
御
前
に
於
て
皇
嗣
決
定
の
た
め
の
議
定
が
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
る
が
、
こ
の
時
の
参
仕
老
は
入
道
右
府
源
耳
翼
、
権
大
納
言
藤
原
公
教
ら
で
あ
る
。
前
官
で
あ
り
し
か
も
す
で
に
出
家
し
て
い
る
者
の
参

加
が
、
院
に
よ
る
選
定
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
院
御
前
定
に
比
し
て
、
遙
か
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
院
殿
上
定
で
も
、
摂
関
は
審
議
に
加
わ
っ
て
い
る
。
元
永
元
年
（
二
一
八
）

五
月
二
十
二
日
、
天
台
座
主
に
よ
る
延
暦
寺
大
衆
敬
訴
の
通
告
に
も
と
づ
い
て
、
権
中
納
言
藤
原
宗
忠
お
よ
び
関
白
忠
実
、
右
大
臣
源
雅
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

右
大
将
藤
原
家
忠
、
検
非
違
使
別
当
藤
原
忠
教
、
帥
中
納
言
源
重
資
が
、
白
河
法
皇
の
院
御
所
の
殿
上
に
会
し
て
議
定
を
行
っ
て
い
る
。
橋
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

氏
が
摂
政
忠
通
参
仕
の
例
と
し
て
い
る
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
六
月
三
十
日
半
議
定
も
院
殿
上
定
で
あ
る
。
ま
た
参
仕
者
の
選
定
が
院
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
俊
房
）
　
（
源
能
信
）
　
　
（
藤
原
実
行
）
　
　
（
麟
原
長
忠
）

て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
先
の
元
永
元
年
五
月
二
十
二
日
の
議
定
の
際
、
宗
忠
が
「
左
府
、
治
部
卿
、
右
兵
衛
督
、
左
大
弁
難
レ
有
レ
召
不
レ
被
レ
参

　
⑮
如
何
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
院
御
前
定
と
院
殿
上
定
は
、
と
も
に
院
が
主
宰
す
る
本
質
的
に
は
同
質
の

議
定
で
あ
る
か
ら
、
以
後
両
者
を
ま
と
め
て
院
御
所
議
定
と
し
て
論
じ
る
。

　
摂
関
邸
で
開
か
れ
る
殿
下
議
定
、
内
裏
の
摂
関
の
宿
所
で
行
わ
れ
る
殿
下
直
鷹
議
定
に
お
い
て
は
、
当
然
摂
関
は
議
定
を
主
宰
し
た
こ
と

に
な
る
が
、
天
仁
元
年
（
二
〇
八
）
十
月
、
故
源
師
房
の
女
装
子
が
死
去
し
た
た
め
、
服
假
と
な
っ
た
村
上
源
氏
の
大
嘗
会
御
身
へ
の
供
奉

を
ど
う
す
る
か
が
、
院
の
命
令
に
よ
り
摂
政
忠
実
邸
で
審
議
さ
れ
た
時
、
民
部
卿
俊
明
、
左
宰
相
中
将
忠
教
、
左
大
弁
重
資
が
参
仕
し
た
が

　
（
俊
実
）
（
薦
綱
）
（
鐡
実
）
⑯

「
源
大
納
言
、
治
部
卿
、
藤
宰
相
錐
レ
有
レ
召
、
有
レ
障
不
参
」
と
あ
る
よ
う
に
参
仕
者
の
選
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
仁
元
年
三
月
の
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
俊
明
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

暦
・
園
城
両
寺
の
入
洛
傲
訴
の
際
、
院
の
命
で
忠
実
の
宿
所
で
議
定
が
あ
っ
た
時
も
「
民
部
卿
今
日
錐
二
遣
出
一
不
二
参
仕
こ
と
、
選
定
が
あ
っ
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だ
こ
ど
を
予
想
さ
せ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
橋
本
氏
の
指
摘
し
た
摂
関
の
立
場
の
変
化
と
議
定
の
構
成
員
の
変
化
は
、
陣
定
中
心
か
ら
殿
下
議
定
、
殿
下
直
盧
議
定
、

内
裏
御
前
定
、
殿
上
定
、
さ
ら
に
院
御
前
定
、
点
訳
上
蓋
な
ど
の
公
卿
議
定
が
多
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
も
た
ら
さ

れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
議
定
の
揚
の
変
化
と
い
う
一
見
形
式
に
す
ぎ
な
い
問
題
が
、
公
卿
議
定
制
全
体
の
性
格
に
変
化

を
ひ
き
お
こ
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
院
政
の
成
立
と
い
う
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
予
想
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
黒
革
が
太
政
官
の
議
政
官
会
議
の
性
格
を
維
持
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
陣
定
の
事
実
上
の
支
配
者
が
摂
関
で
あ
る

に
せ
よ
、
上
卿
が
主
宰
し
外
記
に
命
じ
て
諸
卿
を
召
集
す
る
形
式
を
ほ
と
ん
ど
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
っ
と
も
良
く
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
六
月
二
十
四
属
の
内
裏
殿
上
定
が
頭
弁
重
点
の
書
状
に
よ
る
召
集
で
あ
り
、
同
日
の
御
前
定
も
重
窓
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
議
定
は
天
皇
が
主
宰
し
、
蔵
人
に
命
じ
て
諸
多
を
召
す
と
い
う
形
式
を
繋
る
こ
と
が

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

多
い
。
こ
の
場
合
全
く
外
記
は
公
卿
の
召
集
に
関
与
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
院
が
主
宰
す
る
院
御
所
で
の
議
定
の
百
合
、
召
集
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

式
は
院
の
命
令
を
う
け
た
蔵
人
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
院
近
臣
に
よ
っ
て
召
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
も
召
集
に
外
記
が

関
与
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
朝
廷
の
政
治
を
天
皇
側
と
太
政
官
側
と
い
う
立
場
に
分
け
て
み
れ
ば
、
蔵
人
は
天
皇
側
で
あ
り
、
外
記
は
太
政
官
側
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

上
卿
の
有
無
お
よ
び
公
卿
の
召
集
形
式
は
、
摂
関
の
立
場
や
構
成
員
の
選
定
の
有
無
で
見
た
の
と
同
様
に
、
鞍
置
と
そ
の
他
の
議
定
と
の
間
に

大
き
な
相
違
が
あ
り
、
前
者
が
太
政
官
政
治
の
形
式
を
保
持
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
が
そ
れ
を
払
拭
し
た
形
式
で
あ
る
こ
と
を
予
想
さ

せ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
4
』
岩
波
書
店
　
　
　
　
②
　
　
『
玉
葉
』
治
承
元
年
五
月
十
八
一
条
で
は
臆
面
が
、
二
十
日
の
陣
立
に
頭
中
将

　
　
一
九
七
六
年
所
収
）
二
六
一
七
頁
の
整
理
に
よ
る
。
同
氏
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
光
能
の
奉
じ
た
院
宣
で
召
さ
れ
て
い
る
。
翌
十
九
日
条
で
兼
実
は
「
葉
鞘
次
第
未
レ

　
　
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
所
収
）
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
氏
自
身
に
　
　
　
　
　
得
二
其
意
ハ
末
代
作
法
無
レ
縁
之
人
、
雛
二
合
時
一
不
レ
可
二
立
廻
一
購
顛
、
可
レ
習
々
々
」

　
　
よ
っ
て
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
作
法
を
無
視
し
た
強
引
な
召
集
に
嫌
悪
感
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
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③
『
中
右
記
』
長
治
元
年
十
月
二
十
六
日
条
。
こ
の
臼
の
陣
定
で
は
、
延
暦
寺
の

　
騒
乱
と
い
う
重
要
問
題
の
た
め
、
左
大
臣
源
俊
房
、
内
大
臣
源
雅
実
、
治
部
卿
源

　
俊
実
が
「
殊
召
」
に
よ
り
参
入
し
て
い
る
。
但
し
、
公
卿
の
召
集
自
体
は
、
外
記

　
の
下
に
属
す
る
召
使
の
来
訪
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
出
席
者
の
選
定
が
あ
っ

　
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

④
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
正
月
二
十
八
日
条
。

⑤
『
帥
記
』
治
暦
四
年
十
二
月
二
十
日
条
。

⑥
『
中
富
記
』
長
治
元
年
十
月
二
十
六
日
条
。

⑦
『
中
右
記
』
長
治
元
年
六
月
二
十
四
日
条
。

③
　
藤
騨
木
山
倒
掲
訟
醐
文
一
六
頁
。

⑨
『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
十
月
二
十
六
日
条
。

⑩
『
中
右
記
』
長
治
元
年
六
月
二
十
四
欝
条
。

⑪
　
　
『
中
右
記
』
永
久
元
年
鰻
月
二
十
～
三
条
。

⑫
　
　
『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
七
月
二
十
三
日
条
。

⑬
『
中
右
記
』
元
永
元
年
五
月
二
十
二
目
条
。

＠＠＠＠＠＠
橋
本
義
彦
「
院
評
定
鰯
に
つ
い
て
」
六
一
頁
。

『
中
右
記
』
元
永
元
年
五
月
二
十
二
日
条
。

『
中
右
記
』
天
仁
元
年
十
月
十
一
日
条
。

『
翼
翼
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
五
日
条
。

『
中
右
記
』
信
ハ
治
…
　
兀
加
＋
六
月
二
工
－
四
H
条
。

『
中
右
記
』
天
永
二
年
十
一
月
四
日
条
。
こ
の
日
、

藤
原
宗
忠
は
頭
弁
藤
原
実

　
行
の
需
簡
に
よ
っ
て
院
御
所
議
定
に
召
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
二
日
条
。
こ
の
日
、
院
御
所
で
の
議
定
の
た

　
め
、
宗
忠
は
蔵
入
弁
藤
原
顕
隆
の
書
簡
に
従
っ
て
参
院
し
た
。

⑳
　
『
中
右
記
』
天
永
二
年
三
月
二
十
目
条
。
こ
の
時
は
、
左
中
弁
で
あ
っ
た
顕
隆

　
が
院
の
命
令
に
よ
っ
て
公
卿
を
召
し
て
い
る
が
、
院
近
臣
と
し
て
の
立
場
に
よ
る

　
と
思
わ
れ
る
。

⑳
外
記
が
太
政
宮
側
に
位
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
則
「
『
外
記
政
』

　
の
成
立
」
（
『
史
林
』
六
四
一
六
）
五
一
頁
。

公卿議定溜から見る院政の成立（美川）

三
　
院
御
所
議
定
制
の
成
立

　
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
、
堀
河
天
皇
が
亡
く
な
る
と
、
白
河
法
皇
は
、
誕
生
以
来
側
近
く
庇
護
し
て
き
た
わ
ず
か
五
歳
の
宗
仁
を
即
位
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
そ
の
う
え
で
、
「
仁
恩
コ
員
仙
洞
一
二
コ
遠
一
所
こ
と
自
ら
に
専
従
し
、
後
に
白
河
院
近
臣
と
し
て
「
よ
る
の
関
白
」
の
異
名
を
も
っ
て
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
る
ほ
ど
の
権
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
藤
原
顕
彰
を
五
位
蔵
人
と
す
る
。
ま
た
顕
隆
の
父
、
為
房
を
天
皇
側
近
と
し
て
枢
要
な
地
位
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

蔵
人
頭
兼
内
蔵
頭
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
院
近
臣
を
積
極
的
に
天
皇
側
近
に
送
り
込
み
、
内
裏
の
把
握
を
格
段
に
強
め
た
白
河
法
皇
は
、
翌
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

仁
元
年
正
月
の
除
目
で
は
、
近
習
を
多
く
長
腎
の
受
領
に
任
ず
る
な
ど
恣
意
的
な
人
事
権
を
行
使
し
、
藤
原
宗
忠
を
し
て
「
黙
思
二
太
上
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

威
儀
ハ
巳
同
二
人
主
「
就
中
我
上
皇
已
専
政
主
也
」
と
言
わ
し
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
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表1　院御所議定の性格（延久4．12～嘉永2．7）

年　　日　　日 内 容　｝典拠

　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
　
　
　
　
殿
永

為
中
中
野
師
熱
型
中
中
中
中
為
中
中
中
殿
中
中
中
中
中
中
中
中
巾

朝槻行幸

院御所への行率

立后の定

義家・引綱合戦事

朝日行孝

院御所での童絹撲

朝蜆行幸

春日詣，舞人

朝蜆行幸

朝上行幸

閑院御渡定

閑院議幸

朝槻行幸

朝観行幸

出御1所への行幸

宗仁百日之定

宗仁立太子・定

朝観行幸

石清水大衆傲訴

大炊殿御渡定

則観行幸，東宮行啓定

院御所への行幸

院の八幡詣

院御所への行幸

朝醗行幸

延久4（1072）12．20

寛治2（1088）8．1

　　　　5　（1091）　1．　13

　　　　5　（1091）　6．21

　　　　5　（1091）12．　12

　　　　6（1092）　8．　1

　　　　6　（1092）12．　2

　　　　7　（1093）　1．　19

　　　　7　（1093）12．　24

署答保元（1094）12．23

　　　　2（1095）　6．　2

　　　　2　（1095）　Z　20

承奮謀2（ユ098）12．16

斑芝不04（1102）12．17

　　　　5（1103）　3．　4

　　　　5（11e3）　4．　5

　　　　5（1103）　8．　5

　　　　5　（1103）12．　14

長治元（1104）2．15

　　　　元（11⑪4）11．28

　　　　ラ己（1104）12．23

　　　　2　（1105）10．　14

劣吾力弐元（1106）　7．25

　　　　元（1106）9．18

　　　　元（1106）12，20

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

典拠為＝合冊前記，中W中右記，苗＝＝百錬抄

　　　加曽台二条師通覧，殿嵩殿暦，永＝永昌記

院
御
所
に
公
卿
が
あ
つ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
史
料
の
上
で
確
認
で
き
る
の
は
十
例
で
あ
る
が
、

え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
朝
観
行
幸
以
外
で
、
行
幸
の
雑
事
を
決
定
す
る
議
定
が
院
御
所
で
開
か
れ
た
例
が
②
⑫
㈲
㈱
鋤
の
五
例
あ
る
。
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）

八
月
一
日
の
②
は
『
申
右
記
』
に
「
今
日
有
二
春
帯
幸
定
｝
云
々
、
来
七
日
吉
」
と
あ
り
、
八
月
七
日
目
行
幸
が
行
わ
れ
た
先
は
院
御
所
で
あ
っ

⑥た
。
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
七
月
二
十
日
の
㈱
は
『
為
房
卿
記
』
に
「
今
日
於
レ
院
被
レ
定
二
閑
院
行
幸
事
こ
と
あ
る
が
、
子
院
は
こ
の
年
に
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

造
な
っ
た
院
御
所
で
あ
り
、
八
月
八
日
に
行
幸
が
行
わ
れ
て
い
る
。
康
和
五
年
目
二
〇
三
）
三
月
四
日
の
⑯
は
『
中
右
記
』
に
「
又
於
レ
院
有
二

行
幸
定
ハ
将
来
十
五
日
今
宮
御
五
十
日
半
食
掛
間
、
可
レ
有
二
行
幸
一
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
三
月
十
五
日
の
行
幸
先
は
院
御
所
高
松
殿
で
あ
っ

　
嘉
承
二
年
の
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
公
卿

議
定
制
の
面
で
も
著
し
い
画
期
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
以
前
に
院
御
所
で
開
か
れ

た
公
卿
議
定
は
、
一
応
後
三
条
天
皇
が
護
位

し
た
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
を
上
限
と
す
れ

ば
、
管
見
の
限
り
二
十
五
例
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
そ
の

表
1
に
よ
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
、
毎

年
の
年
初
に
行
わ
れ
る
朝
嵐
行
幸
の
雑
事
を

決
め
る
議
定
で
あ
り
、
十
例
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
朝
観
行
幸
は
、
天
皇
が
太
上
天
皇
の
御

所
に
行
幸
し
て
拝
謁
す
る
儀
式
で
あ
る
か
ら
、

当
然
毎
年
十
二
月
に
は
開
か
れ
て
い
た
と
考
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⑧

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
治
二
年
（
＝
〇
五
）
十
月
十
四
日
の
㈲
の
場
合
も
、
行
幸
先
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
三
日
後
の
十
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

七
日
の
院
御
所
土
御
門
殿
へ
の
行
幸
の
た
め
の
議
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
最
後
に
嘉
承
元
年
（
＝
〇
六
）
九
月
十
八
日
の
㈲
で
あ

る
が
、
『
中
右
記
』
に
「
今
夕
於
二
院
殿
上
ハ
有
二
行
幸
定
ニ
ム
々
、
院
司
公
卿
参
入
者
」
と
あ
る
の
み
で
、
直
後
に
行
幸
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認

で
き
な
い
。
『
永
昌
記
』
九
月
十
六
日
条
に
「
今
日
未
剋
上
皇
自
二
鳥
羽
田
～
御
仁
土
御
門
殿
ハ
来
月
依
レ
可
レ
有
二
行
幸
一
也
」
と
十
月
に
行
幸
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
上
皇
が
鳥
羽
か
ら
土
御
門
殿
に
入
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
見
て
、
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
行
幸
先
は
、

院
御
所
土
御
門
殿
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
議
定
が
九
月
十
八
日
に
院
御
所
で
開
か
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
院
御
所

で
行
幸
に
関
す
る
議
定
が
行
わ
れ
る
場
合
、
す
べ
て
そ
の
行
幸
先
が
院
御
所
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
⑥
は
院
御
所
で
の
童
相
撲
、
⑧
は
上
皇
の
春
日
詣
と
そ
の
時
の
舞
人
、
α
り
は
院
御
所
下
院
へ
⑳
も
院
御
所
大
炊
殿
へ
の
院
の
御
渡
儀
、
⑳
は

院
の
八
幡
詣
、
以
上
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
議
定
は
、
ま
さ
し
く
院
の
家
政
的
問
題
の
典
型
と
し
て
院
御
所
で
行
わ
れ
た
。
㈲
は
、
立
后
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
が
、
「
太
上
皇
第
一
最
愛
之
女
偏
で
あ
る
提
子
内
親
王
だ
か
ら
で
あ
り
、
⑯
働
も
、
宗
仁
が
生
誕
直
後
、
母
の
女
御
煎
子
を
失
な
い
白
河
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

皇
の
も
と
で
育
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
院
御
所
で
議
定
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
㈲
は
、
源
藁
家
・
義
脚
兄
弟
の
紛
争
が
、
京
都
で
の
舎
戦
に
至
ら
ん
と
し
、
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
六
月
十
二
日
に
関
白
師
実
弾
で
公
卿
議

　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

定
が
開
か
れ
て
義
家
随
兵
の
入
京
停
止
と
義
家
へ
の
田
畠
公
験
の
寄
進
禁
止
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

定
が
、
白
河
上
皇
の
意
志
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
安
田
元
久
氏
の
説
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。
義
家
は
白
河
院
が
在
位
中
か
ら
近
臣
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
『
百
錬
抄
』
二
十
一
日
条
に
「
上
皇
召
二
公
卿
一
議
判
定
義
母
与
十
二
企
一
一
合
戦
一
事
上
」
と
あ
る
の
は
、
上
皇
が
十

二
日
の
朝
廷
の
決
定
に
対
抗
し
て
、
近
臣
擁
護
の
策
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
⑲
で
は
、
長
治
元
年
（
＝
〇
四
）
石
清
水
八
幡
宮
寺
大
衆
の
入
洛
傲
訴
を
前
に
し
て
、
二
月
十
五
β
院
御
所
に
内
大
臣
源
雅
実
と
民
部
卿
源

俊
明
が
召
さ
れ
て
倉
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
大
衆
の
要
求
に
従
っ
て
、
権
上
座
高
信
の
石
清
水
修
理
別
当
補
任
が
停
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
『
為
馬
顔
記
』
は
石
清
水
の
別
当
光
清
が
大
衆
張
本
の
疑
い
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
処
置
に
堀
河
天
皇
が
「
極
不
快
」
で
あ
っ
た
と
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⑯

記
し
て
い
る
。
翌
長
治
二
年
十
月
に
起
っ
た
延
暦
寺
の
金
管
が
、
自
河
法
皇
が
天
台
末
寺
の
太
宰
府
窟
門
宮
別
当
に
こ
の
光
清
を
強
引
に
補
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
た
こ
と
を
発
端
と
し
た
よ
う
に
、
光
清
は
白
河
法
皇
に
き
わ
め
て
近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
白
河
法
皇
は
院
御

所
に
二
人
の
有
力
公
卿
を
召
し
て
議
定
を
行
い
、
た
と
え
天
皇
の
意
志
に
反
し
て
も
、
光
清
の
意
向
に
従
っ
た
決
定
を
下
す
こ
と
に
成
功
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
義
歯
の
場
合
と
同
様
に
、
一
種
の
近
臣
擁
護
策
の
た
め
院
御
所
議
定
が
開
催
さ
れ
た
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
検
討
を
加
え
て
き
た
よ
う
に
、
堀
河
在
位
中
の
院
御
所
議
定
は
、
専
ら
院
の
家
政
的
問
題
に
対
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家

的
問
題
の
処
置
に
際
し
て
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
摂
関
邸
や
内
裏
の
摂
関
直
朦
が
、
国
家
的
問
題
を
議
す
る
公
卿
議
定
の
場
で
あ
っ
た

　
　
　
⑱

の
に
対
し
、
同
じ
権
門
で
あ
る
院
の
御
所
は
、
そ
の
よ
う
な
性
格
を
未
だ
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
鳥
羽
天
皇
の
践
詐
を
境
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
院
御
所
議
定
の
性
格
に
大
き
な
変
化
が
お
こ
る
。
表
丑
は
鳥
羽
践
詐
か
ら
保
元
の
乱
ま
で
の

院
御
所
議
定
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
嘉
承
二
年
十
月
十
二
日
の
㈲
で
は
、
摂
政
忠
実
、
左
大
臣
源
俊
房
、
内
大
臣
源
雅
実
、
民
部
卿
源

俊
明
が
召
さ
れ
、
即
位
お
よ
び
大
嘗
会
の
こ
と
が
議
さ
れ
た
が
、
こ
の
議
定
で
大
嘗
会
の
際
の
六
条
殿
へ
の
方
違
行
幸
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
十
月
四
日
、
内
裏
の
殿
下
直
隠
で
開
か
れ
た
忠
実
主
宰
の
議
定
で
の
「
不
レ
可
レ
有
二
御
方
違
ハ
全
割
レ
可
レ
被
レ
忌
由
、
被
二
定
申
～
了
」
と
い
う

結
論
を
覆
す
結
果
と
な
り
、
十
四
日
に
忠
実
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
定
を
開
こ
う
と
し
た
際
も
公
卿
が
集
ま
ら
ず
、
や
む
な
く
藤
原
顕
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
使
者
と
す
る
在
宅
諮
問
に
切
り
か
え
た
よ
う
に
、
主
導
権
は
完
全
に
院
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
堀
河
天
皇
即
位
大
嘗
会
の
際
の
大
膳
職
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
幸
が
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
九
月
二
十
八
日
の
摂
政
師
隠
蟹
で
の
公
卿
議
定
で
決
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
即
位
、
大
嘗
会
等
の
議
定
は

摂
関
が
主
宰
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
の
が
、
先
の
㈲
や
十
月
二
十
三
日
の
㈲
の
よ
う
に
、
院
が
主
宰
す
る
院
御
所
議
定
で
主
に
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
㈲
の
嘉
承
二
年
閏
十
月
十
七
日
の
院
御
所
議
定
は
、
こ
れ
に
先
だ
つ
十
月
三
十
日
の
陣
定
に
於
て
、
こ
の
年
の
朔
旦
冬
至
が
日
蝕
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
あ
た
り
、
諒
闇
中
で
も
あ
る
の
で
、
事
事
を
行
う
べ
き
か
否
か
が
議
さ
れ
た
の
を
う
け
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陣
中
に
於
て
旬
儀
は
慎

54　（520）



公卿議定制から見る院政の成立（美川）

表H　院御所議定の性格（嘉承2．8～保元元．7）

年　　月 H 内 容

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6

募苔承2（llO7）10．12

　　2　（1107）10．　23

　　2　（1107）　（1D．　17

天仁元（1108）3．23

　　元（1108）　3．27

　　元（1108）　3．30

　　元（1108）　4．　1

　　元（1108）7．　24

　　2　（1109）　2．　17

　　2　（1109）　2．　23

　　2　（1109）　Z　28

天永元（1110）2．28

　　元（1110）　3．　5

　　2　（1111）　3．　20

　　2　（1111）10．　13

　　2　（1111）10．　25

　　2（1111）IL　4

　　2（1111）IL　8

　　3　（1112）　2．　22

　　3　（1112）　5．　15

　　3　（l112）　6．　1

　　3　（1112）　6．le

　　3　（1112）　6．13

　　3　（1112）10．　9

　　3　（1112）10．　16

　　3　（1112）10．　24

　　3　（1112）11．　1

　　3　（1112）12．　20

永久元（1113）③．21

　　元（1113）⑧．29

　　元（1113）　4．　1

　　ラ己（1113）　4．10

　　元（1113）4．21

　　元（1113）8．16

　　ラ己（1113）10．7

　　元（1113）10．ユ0

　　2　（1114）　1．　22

　　2　（1114）　2．29

　　2（1114）　8．　5

　　2（1114）　8．　6

　　2　（1114）　8．　21

　　2（1114）10．　1

　　2（1114）10．　7

即位事，大嘗会夢，天皇方違事

即位事，大嘗会窺，天皇方違菓，院御所事

日蝕，諒闇による旬儀有無

國城寺，延暦寺大衆微訴事

大衆沙汰

大衆沙汰

大衆沙汰

行幸事

三綱追捕高

義綱追捕事

鳥羽二心養定

法勝寺金泥一切経供養定

法勝寺金泥一切経供養定

宿裏慕

法皇六十滋賀定

延暦寺闘乱

明国微僻事

明蟹清気事

法皇御賀の行幸定

内裏造営事

内裏造営忠

岡裏袖盲点

内裏造営事

天皇元服窮

天皇元服加

湿変地異畑

賀茂地相嘗祭慕

朝槻行幸

興福寺衆徒傲訴

延暦寺大衆微訴

延暦寺大衆微訴

興福・延暦寺合戦事

忌福・延暦寺合戦事

北野社財幸

仁覧罪科躰

仁寛罪科事

行幸事

伊勢前造宮廻事，実敵死後事

内裏事

内廓瑛

伊勢奉幣宣命沙汰，太神宮悟異事

中宮死虫による行幸可否

中宮死去後雑事

S5　（52Z）

典 拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百

殿
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
階
殿
　
殿
殿
　
殿
殿
殿
殿
　
殿
殿
殿
殿
　
　
長
記
殿
　
　
　
　
殿
　
　
　
殿
殿

，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
，
　
　
，
，
　
　
，
，
，
，
　
　
，
，
，
，
　
　
　
，
隆
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
，

中
中
中
中
中
殿
殿
中
殿
殿
殿
殿
上
中
中
中
中
中
殿
中
中
中
中
中
中
中
中
中
殿
殿
中
重
中
殿
殿
主
殿
中
中
中
殿
中
中



年　　月　　日

69

V0

V1

V2

V3

V4

V5

V6

V7

V8

V9

W0

W1

W2

W3

W4

W5

W6

W7

W8

W9

X0

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

X8

X9

o
皿
皿
鵬io4　l
lgg　l

l
g
g1
2
gl
l
l

　永久2（1114）10．29

　　　2　（1114）12．　13

1　2　（1114）　12．　lg

　　　3　（1115）12．　13E
I　4（1116）　L16
1　4a116）　2．23

1　4（1116）　g．28

1　4an6）io．　i4

［　5（1117）12．　1

　元永元（1118）5．　22
」’　2（1119）　4．　7

1　S（lnb5　41　is

i19離
1　2（1119）12．　10
i保安元（112・）4・・28

i莞脇1：覆
　大治元（1126）11．11

　　　2（U27）10．　2

1　2（1127）IL　25
1　2　（1127）　12．　15

1　2　（1127）12．　25

il糠：ll
i　3（1128）　5．26

）　3（1128）　5．30

1　3（1128）　6．19

1　3（112si｝　6．20

1　5illSgS，614

1　4（112g）　6．　2

i，　4（1129）　7．　8

i　4（1129i　zlo

i　4（1129）　8．　7

i　5（1130）　5．25

　　　5（1130）　9．　1

　　　5（1130）　9．　4

1　s｛n30）10・　lt

l　5（1130）IL　13

廃i｛iii麟

i　　　　元（1132）　8．25

E

内 容

白川御堂供養のための行幸

朝槻行幸

内裏事

除目沙汰

朝朝行幸

塔供養沙汰

内裏事

内細事

璋子入内定

延暦寺大衆倣訴

賀茂詣定

中宮御産定

若宮五十日定

若宮百日定

離朔行幸

延暦寺・園城寺大衆競発

延暦寺・園城寺大衆競発

朝観行幸

仮殿遷宮事，叙位事

新院　第四皇子五十日定

新院第四皇子百日定

新院　日吉社訴訟日

新院　斎院御着袴定

新院　興福寺大衆定

新院　興福寺大衆定

新院　興福寺大衆定

斬院　興福寺大衆定

新院　興福寺大衆定

新院　興福寺大衆定

八幡璽御目破損事

新院　暦道，算道相論事

白河法皇死後雑購

院御服喪事

練牛門院服喪事

白河法皇法事定

朝蜆行幸

朝槻行幸

曲説門院御願事，名称事

源義親事

朝颯行幸

参議雅兼，修理大夫基隆座次相論事

上皇八幡御率

千体観音堂供養への行幸可否

上皇春日御幸

典 拠

川白
記，
養
殿
供
　
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
長
長
百

，
堂
　

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
，
，

中
御
中
中
殿
殿
払
出
殿
殿
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
歯
中
中
永
中
中
中
長
駆
中
中
長
長
中
中
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公卿議定制から見る院政の成立（美川）

年　　月　　日 内 容 典 拠

1・・3i一元（・・32）9…e

114i保延元（1135）12・・24

　115　1　6（1140）　7．　8

　116　久安3（1147）4．7

117　1　3｛1147？　6．　30

　118　r　3（1147）　7．　24

　119　1　4（1148）10．　4
120　1　4　（1148）12．　18

121　li　s（l114g）　s．12

エ22i　5（1149）6．・24

123　1　s　（114g）lo．　16

124｛仁平2（1152）2．　13

i2s　1　3（ns3）＠．　6

126i久寿元（1154）7．5
1271元（・・54）・・．6

128　1　2（1155）　7．　23

　129　1　2（1155）　8．　22
130　1　2（11ss）　s．2s

新制十四ケ条事

太上天皇尊号，御随身辞退事

延暦・園城寺闘乱，禁中濫行事

山僧訴訟事

祇園闘乱事

清盛罪名宴

高陽院，白河殿移徒事

御元服叙位儀延引の可否

得長寿院修理事

守仁着袴定

任太政大臣薯

御賀行幸

朝朔行幸

鳥羽御所御渡，同御室供養，行幸雑事

高陽院御塔供養定

王者議定

立太子定

立太子定

中

中

百

台

本

百

諸腰御移二部
類記

台

本

本

本

兵

兵

台

兵

兵

兵

兵

典拠　中戸中臓記，殿＝殿暦，永＝永昌記，百＝百錬抄，ftmu長秋記，台＝台記，

　　本＝本朝世紀，兵＝＝兵範記

　
さ
ら
に
圃
の
天
仁
元
年
（
＝
○
八
）
七
月
二
十
四
日
の
行
幸
に
関

す
る
議
定
も
、
堀
河
在
位
中
と
は
異
っ
て
、
院
御
所
へ
の
行
幸
で
は

な
く
、
皇
居
六
条
殿
か
ら
内
裏
へ
の
遷
幸
日
時
を
定
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。
白
河
法
皇
は
こ
の
年
の
二
月
以
降
、
藤
原
内
鼠
の
六
条
亭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
面
）

院
御
所
と
し
て
使
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
『
中
右
記
』
に
「
遷
コ
御
修

　
（
顕
季
）
　
　
　
　
一

理
大
夫
六
条
亭
一
塑
中
、
以
二
此
亭
一
暫
可
レ
為
二
御
所
一
之
故
也
、
皇
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

近
々
之
間
、
丁
丁
二
便
宜
一
鰍
」
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
居
六
条
殿
と
は

近
い
が
別
の
位
置
に
あ
り
、
七
月
二
十
四
日
の
院
御
所
議
定
が
家
政

む
べ
し
と
発
言
し
た
藤
原
宗
忠
に
対
し
て
、
十
七
日
の
議
定
の
場
で

は
、
そ
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
院
の
諮
問
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
が
『
中
右
記
』
か
ら
わ
か
る
が
、
当
日
院
御
所
に
舐
候
し
て
い
た

忠
実
以
下
の
五
、
六
人
の
公
卿
に
対
し
て
も
、
同
様
に
陣
定
で
の
発

言
の
根
拠
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
意
見
の
一
致
を
見
な

か
っ
た
陣
定
の
結
果
に
対
し
、
こ
れ
を
主
導
す
る
は
ず
の
摂
政
忠
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
「
依
レ
為
二
大
事
ハ
早
書
二
定
文
ハ
後
日
心
閑
可
レ
被
レ
奏
」
と
事
の

大
事
ゆ
え
に
自
ら
の
裁
断
を
留
保
し
て
、
院
奏
を
命
じ
た
結
果
開
か

れ
た
上
級
会
議
で
あ
り
、
院
御
所
議
定
が
国
政
上
特
に
重
要
と
判
断

さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
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的
次
元
を
越
え
た
レ
ベ
ル
の
問
題
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。

　
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
二
月
の
岡
㈱
は
、
色
環
家
の
息
義
忠
殺
害
の
嫌
疑
を
う
け
近
江
に
逃
亡
し
た
義
綱
の
追
捕
と
そ
の
処
断
に
関
す
る
院

御
所
議
定
で
あ
る
。
團
の
二
月
十
七
日
の
議
定
の
後
、
出
羽
守
源
光
国
と
源
為
義
を
追
捕
使
と
し
、
義
綱
出
奔
と
い
う
事
態
の
急
変
を
招
い
た

検
非
違
使
源
重
時
の
官
が
停
め
ら
れ
、
絢
の
二
十
三
日
議
定
が
、
義
綱
を
捕
え
た
と
い
う
為
義
の
申
文
到
来
に
従
っ
て
開
か
れ
た
の
を
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
も
に
事
件
の
対
策
を
行
う
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
に
疑
い
は
な
く
、
二
月
二
十
九
日
の
明
法
勘
文
に
基
い
て
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

綱
罪
名
を
勘
申
し
た
「
公
卿
定
」
が
陣
定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
政
治
的
判
断
は
院
御
所
議
定
に
於
て
決
定
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
鳥
羽
践
詐
直
後
の
院
御
所
議
定
を
い
く
つ
か
考
察
し
な
が
ら
そ
の
性
格
の
変
化
を
見
て
き
た
が
、
さ
ら
に
注
倒
す
べ
き
な
の
が
、
こ

の
時
期
の
政
治
の
中
で
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
寺
社
傲
訴
対
策
に
関
す
る
院
御
所
議
定
の
開
催
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
長
治
元
年
二
月
十
五
日
の

0
9
を
除
く
と
、
も
っ
と
も
早
い
例
は
天
仁
元
年
三
月
二
十
三
日
の
㈲
で
あ
る
。
こ
の
院
御
所
議
定
は
、
こ
の
月
に
延
暦
寺
と
園
城
寺
が
隠
逸
を

企
て
た
際
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
過
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
堀
河
天
皇
治
政
の
も
と
で
は
、
尊
勝
寺
の
灌
頂
阿
閣
梨
は
、
東

寺
、
延
暦
寺
、
園
城
寺
の
巡
で
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
僧
が
合
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
任
じ
ら
れ
た
者
は
三
会
講
師
に
准
じ
て
権
律
師
に
補
せ
ら
れ

る
の
が
通
例
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
は
園
城
寺
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
突
如
東
寺
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
他
の
寺
に
は
昇
進
の
道
が
色
々
あ
る

が
、
東
寺
に
は
こ
れ
が
な
い
の
で
東
寺
を
優
先
す
る
と
し
た
白
河
法
皇
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
発
し
た
園
城
寺
が
延
暦
寺
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

誘
っ
て
轍
訴
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
既
に
三
月
二
十
一
日
、
大
衆
入
洛
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
中
、
摂
政
忠
実
の
直
願
で
公
卿
議
定
が
開
か
れ

た
。
翌
二
十
二
日
、
院
近
臣
蔵
人
弁
豊
隆
の
催
に
よ
っ
て
公
卿
が
院
御
所
へ
召
集
さ
れ
、
議
定
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
法
皇
が
二
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

勝
陀
羅
尼
供
養
の
た
め
鳥
羽
か
ら
帰
洛
で
き
ず
、
再
び
摂
政
の
直
鷹
で
議
定
が
行
わ
れ
る
。
二
十
三
日
に
、
法
皇
が
六
条
殿
に
還
御
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

誰
そ
の
殿
上
で
公
卿
議
定
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
二
十
五
日
に
は
再
び
摂
政
直
鷹
で
忠
実
、
内
大
臣
源
雅
実
、
権
大
納
言
源
俊
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

等
の
公
卿
に
よ
る
議
定
が
開
か
れ
た
が
、
『
殿
暦
』
に
「
依
二
院
仰
｝
各
問
レ
之
扁
と
あ
る
よ
う
に
、
法
皇
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
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七
日
に
再
び
忠
実
、
左
大
臣
源
俊
房
、
内
大
臣
雅
実
、
民
部
卿
源
俊
明
、
左
大
弁
源
重
資
が
院
殿
上
に
召
集
さ
れ
、
延
暦
寺
六
箇
条
奏
状
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
議
定
が
行
わ
れ
た
が
、
「
是
偏
灌
頂
之
巡
、
不
レ
依
二
寺
之
次
第
一
之
由
、
申
請
之
旨
、
不
レ
可
レ
有
二
裁
許
一
事
鰍
」
と
申
請
は
却
下
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
事
態
は
緊
迫
の
度
を
加
え
、
激
訴
の
た
め
入
京
し
よ
う
と
す
る
「
神
人
衆
徒
数
千
人
」
が
群
集
し
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の

「
検
非
違
使
、
井
源
氏
、
平
氏
、
天
下
弓
兵
警
士
、
武
勇
之
輩
数
万
人
偏
が
法
成
寺
東
河
原
付
近
に
陣
を
布
く
と
い
う
異
常
な
状
況
の
中
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
三
十
日
か
ら
四
月
一
日
置
か
け
て
議
定
が
院
御
所
で
夜
を
徹
し
て
続
け
ら
れ
、
衆
徒
の
訴
訟
が
裁
許
さ
れ
た
結
果
、
事
態
は
収
拾
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
皇
が
鳥
羽
に
い
る
間
は
、
忠
実
が
摂
政
直
鷹
に
公
卿
議
定
を
召
集
し
事
態
解
決
の
中
心
に
あ
っ
た
が
、
法
皇
が
洛
中
御
所
に

戻
る
と
と
も
に
院
御
所
議
定
が
開
か
れ
、
事
態
収
拾
の
主
導
権
を
法
皇
が
把
握
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
表
皿
は
、
右
の
よ
う
な
寺
社
大
衆
の
入
洛
・
傲
訴
と
「
叡
山
与
三
尽
都
一
相
去
非
レ
幾
、
臼
如
一
二
所
ハ
山
僧
縦
錐
レ
不
二
申
請
「
早
可
レ
被
曝
制

⑯止
こ
と
入
洛
に
及
ば
ず
と
も
制
止
が
必
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
延
暦
寺
の
騒
乱
に
つ
い
て
、
朝
廷
の
処
置
を
特
に
そ
の
時
開
か
れ
た
公
卿
議

定
の
種
類
に
着
目
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
一
見
し
て
天
仁
元
年
の
延
暦
、
園
城
両
型
の
傲
訴
以
降
、
院
御
所
議
定

が
主
流
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
勘
定
も
開
か
れ
な
く
な
り
、
内
裏
御
前
定
・
殿
上
定
の
よ
う
に
天
皇
の
主
宰
す
る
公
卿
議
定
も
開
催
さ

れ
な
く
な
る
。

　
こ
う
し
て
寺
社
入
洛
・
傲
訴
や
延
暦
寺
騒
乱
の
処
置
に
つ
い
て
、
院
御
所
議
定
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
興
福
寺
の
乱
訴
の
場

合
、
内
裏
の
摂
関
直
書
あ
る
い
は
摂
関
邸
で
議
さ
れ
た
こ
と
は
、
保
延
三
年
（
一
＝
二
七
）
二
月
七
日
の
激
訴
㈱
や
黒
蜜
六
年
（
＝
五
〇
）
八
月

五
日
の
激
訴
㈲
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
興
福
寺
の
場
合
は
、
周
知
の
通
り
摂
関
家
・
氏
長
者
と
す
れ
ぼ
家
政
の
問
題
で
あ
り
、
院
の
専
制

の
下
で
も
か
な
り
強
い
権
限
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
陣
定
も
日
常
の
政
務
の
中
で
は
一
定
の
役
割
を
果
し
続
け
る
し
、
棚
橋
氏

の
い
う
「
荘
園
権
門
の
個
別
利
害
を
調
整
し
、
そ
の
立
場
か
ら
領
主
間
矛
盾
を
調
停
す
る
機
関
」
と
し
て
も
機
能
し
つ
づ
け
る
が
、
多
数
の
大

衆
神
人
を
擁
し
て
直
接
王
権
に
脅
威
を
与
え
る
延
暦
、
園
城
、
興
福
寺
な
ど
の
中
央
大
寺
社
権
門
に
関
す
る
限
り
、
右
の
よ
う
な
機
能
を
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
機
関
と
し
て
は
、
そ
の
地
位
を
ほ
と
ん
ど
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
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表田　寺社大衆入洛，轍訴と公卿議定　（～保光元，7）

　　附延暦寺騒乱（議定があったもののみ）＊　不参洛＊＊

年日日主体1議 定 要　求　内　容　車 塵要典拠

ka暦3（1。79）6．

・1永保元（1・81）3・・25

1
2
Q
り
4
β
0
6
7
8

天元4（981）12。15

寛弘3（1006）7．13

万寿4（1027）4．26

長元元（1028）10．13

長暦2（1038）10．27

　　3　（1039）　2．18

　　　　　　　　2

＊　9…　元（1081）6．9

　101　元（1081）9・15

11　1　2　（1082）10．　17

1護㍊1醇遡
i41　6　aog2）　g．　is

　15　1i　7（1093）　8．26
　　］
　161嘉保元（1094）③8
　17　i　2　（1095）　10．　24

18i康和4（1102）5・8

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3

＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊＊

4　（1102）　＠．　18

4　（1102）　6．27

4　（1102）　8．　12

4　（1102）　9．28

5　（1103）　3．25

5　（1103）　7．22

元（1104）6．15

元（1104）　9．25

元（1104）10．

元（1104）12．30

2　（1105）　6．　14

2　（1105）　6．　23

2　（1105）　8．29

2　（1105）10．　10

　　　　一一30

2　（1105）10．　30

35　ト嘉肩ミ2（1107）10．　6

　　天仁元（110S）3．23

　　　　元（1108）4．1

　　　　　2（1109）　6．　8

3g 遠V永3（1112）3・　13

i40　i永久元（1113）③．20
1－VI

　山
　興

　山
金峯山

　山

　山

　山
多武峯

山，園

山，園

　熊野

　興
　宇佐

　山
　興
伯者大山

　山

　山

　園

　園

　興
東大寺

　興
　山
石清水

　山
紀伊悪僧

　山

　山
　紙園

　山

　山

　山

石清水

　山

山，園

　山

　山

　山

　興

陣

殿，中宮，殿上

殿直，陣

陣，殿

町

殿，陣

殿上，殿直

内，殿直

内

院

殿上，御前

中宮殿上，

陣，御前

御前

御前

陣，殿上

御前

殿直

殿直，院上

院

趾

法性専座主改補

不明

法成寺尼戒壇設置停止

大和守保昌苛法

明尊の座主補任

明尊の座主補任

紙園別当改補

興福寺の多武闘焼打

園城寺，延暦寺のため焼亡

園城寺，再び延暦寺のため焼亡

尾張照館人の殺人

墨家荘園押領事

大宰大弐実政配流

為房，仲実配流

近江守為家配流

天台座主改補

美濃守義綱配流

遡源の法成寺長寅補任

法成寺長訳補任期補

法成寺長吏補任改補

導稿寺検車の院勘淳止

興福寺狼籍事

研学講義の交替

不明

修理別当補任裏

山上合戦

熊野大衆と称し，國司を訴える

山上合戦

円宗寺探題羅免

検非違使範政配流

検非違使範政配流

大宰権帥季仲配流

季仲，範政，八幡瀦当配流

八幡凶荒光清宥免

修理大夫二季配流

葱勝寺灌頂阿闘四四聞事

尊勝寺灘頂阿閣梨補任裏

清水寺別当処罰

尊勝寺灌圃珂闊梨次第事

清水寺別当改補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
　
　
師

　
　
　
　
　
百
中
　
　
為
　
　
中
　
百
　
　
　
中
中
中
中
中
　
為

扶
百
小
左
春
扶
為
帥
帥
中
山
為
帥
師
師
中
中
中
殿
殿
殿
下
殿
殿
申
中
中

　
永
　
　
百
　
百
　
　
　
　
謡

　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
隆

　
殿
中
　
中
殿
中
殿
殿
中
百
申
重
瀧

　
，
　
，
　
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
弟

中
　
中
殿
中
殿
　
中
　
殿
中
中
殿
殿
殿
殿
雅
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主要典拠等容内求要目議体主二月年

魚
百
　
　
　
　
入
台
百
都
記

，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
　
　
　

，
　
，
　
　
論
網
洛

中
記
年
長
－
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
穴
　
ム
爾
太
・
台
　
　
㍉
入

，
隆
　
，
，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
記
　
，
，
，
　
，
謂
衆

殿
重
中
殿
殿
殿
殿
中
中
中
百
中
中
百
南
洛
菅
百
本
台
台
大
兵

寺僧実覚の処罰

寺僧宥免

山別当事

守三障配流

寺一

撃別当補任

寺と園城寺騒乱

国司配流

く寺f曽配流

亜の僧正改補，玄覚補任事

社領下司の日吉祭勤仕停止

目覚改補

導寺が園域寺を焼く

噸有事
謹，清盛配流

寺，溝水寺別当補任

家の赦免

縣
鵡
懲
懲
綴
灘
蝶
配
線
棚
敷
麟
撒
脳
礪
帥
艦
縦
軸
門

院前，軸上，殿直

院

＝

上院
院

「直殿
殿

院

院

院上

殿

山

　
　
　
　
　
　
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園

興
輿
興
園
山
爵
興
山
興
興
山
興
山
山
山
興
興
山

永久元（1113）③．29

　　　元（1113）4．30

　　　元（1113）　9．30

　　　2　（1114）　3．　30

　　　4　（1116）　8．

　　　4　（1116）10．　16

元氷元（1118）5．22

保安ラ己（1120）　4。28

　　　元（1120）　8．22

　　　4　（1123）　7．18

保延元（1135）3．4

　　　3（1137）　2．　7

　　　4　（1138）　4．　29

　　　5　（1139）　3．　26

　　　6　（1140）　＠．　25

久安3（1147）4．7

　　　3　（1147）　6．28

　　　4　（1148）　8．　26

　　　6　（1150）　8．　5

久寿元（1154）9．3

41

@
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
荏
9
5
0
5
1
5
2
5
3
　
5
4
　
5
5
5
6
5
7
5
8
　
5
9
　
6
0

聯
聯
　
聯

山＝延暦寺，興＝：興福寺，園m園城寺，
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興
福
寺
の
一
項
以
外
で
も
殿
下
直
縢
議
定

が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
嘉
承
二
年
九

月
五
日
の
劒
は
、
美
濃
国
旗
二
二
の
間
題
で

延
暦
寺
大
衆
が
修
理
大
夫
顕
季
を
訴
え
て
入

洛
す
る
と
い
う
清
報
に
も
と
づ
い
た
諮
問
で

あ
っ
た
が
、
当
日
の
議
題
は
大
嘗
会
に
関
す

る
も
の
で
あ
り
「
三
次
又
聯
密
被
レ
問
二
人
3

事
云
々
、
論
旨
頗
群
薄
難
二
時
知
こ
と
そ
の

次
い
で
に
忠
実
が
密
々
に
意
見
を
聞
い
た
も

の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
天
仁
元
年
三
月
二

十
三
日
目
延
暦
、
園
城
寺
の
入
洛
敷
訴
の
際

の
三
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
議
定
は
、

白
河
法
皇
が
鳥
羽
殿
よ
り
洛
中
に
戻
ら
な
い

た
め
摂
政
の
直
麗
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、

二
十
五
日
の
場
合
も
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い

が
、
院
の
命
令
に
よ
っ
て
忠
実
が
諮
問
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
公
卿
議
定
で
は
、

堀
河
天
皇
死
讐
じ
め
て
の
大
規
模
実
寸
剛

（
鉤
は
未
遂
に
終
っ
て
い
る
）
に
直
面
し
て
、
6
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未
だ
興
福
寺
は
摂
関
の
下
で
、
他
は
院
の
下
で
と
い
う
ル
ー
ル
が
完
全
に
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
逆
に
興
福
寺
の
大
衆
十
二
に
つ
い
て
院
御
所
議
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
永
久
元
年
（
＝
＝
二
）
閾
三
月
二
十
日
半
興
福
寺
大
衆
傲
訴

働
に
対
処
す
る
た
め
、
院
御
所
議
定
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
興
福
寺
が
末
寺
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
清
水
寺
別
当
に
、
仏
師
法
印
円

勢
が
補
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
っ
た
。
そ
の
傲
訴
の
要
求
は
、
円
田
は
延
暦
寺
で
出
家
し
た
の
で
あ
る
か
ら
興
福
寺
の
僧
で
は
な
く
、
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

寺
で
あ
る
清
水
寺
の
別
当
に
は
興
福
寺
僧
を
補
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
閏
三
月
二
十
一
日
の
院
御
所
議
定
の
結
果
、
法
皇
は
円
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
罷
め
、
興
福
寺
権
別
当
兼
大
安
寺
、
法
隆
寺
、
金
勝
寺
別
当
の
永
仁
に
改
補
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
十
九
日
に
な
る
と
今
度
は
延
暦
寺

の
衆
徒
が
傲
訴
を
行
い
⑬
、
四
月
に
入
る
と
洛
中
に
延
暦
、
興
福
両
寺
が
対
峙
す
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
招
く
。
こ
の
よ
う
に
興
福
寺
の
倣

訴
と
難
も
、
そ
れ
が
延
暦
寺
の
よ
う
な
大
寺
院
と
の
抗
争
、
闘
魚
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
院
御
所
議
定
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
。
二
十
九
日
の
延
暦
寺
微
訴
に
対
し
て
、
四
月
一
癖
に
内
裏
の
殿
下
上
灘
で
も
議
定
が
開
か
れ
た
理
由
が
、
興
福
寺
が
こ
の
問
題
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
、
嘉
承
二
年
目
二
〇
七
）
の
鳥
羽
践
群
以
降
、
寺
社
華
墨
お
よ
び
延
暦
寺
の
騒
乱
に
は
陣
定
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
興
福
寺
の
場
合
に

摂
関
の
も
と
で
議
定
が
開
か
れ
る
以
外
は
、
院
御
所
で
審
議
さ
れ
る
原
則
が
生
ま
れ
、
ほ
ぼ
保
元
の
乱
ま
で
の
白
河
、
鳥
羽
院
政
期
を
通
し
て

守
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
分
野
で
の
内
裏
御
前
定
、
殿
上
定
と
陣
定
の
有
し
て
い
た
権
限
を
院
御
所
議
定
が
吸
収
し
た
こ
と
を
意
昧
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
院
御
所
議
定
が
家
政
的
次
元
を
超
え
た
国
政
上
の
問
題
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
や
は
り
こ
の
鳥
羽
践
酢
以
後
で
あ

っ
た
こ
と
と
下
灘
っ
て
、
そ
の
公
卿
議
定
と
し
て
の
重
要
性
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
こ
う
し
て
「
依
レ
為
二
朝
家
大
事
ハ
於
二
院
殿
上
ハ
下
穿
レ
有
二

　
　
　
⑫

沙
汰
一
也
」
と
い
う
観
念
が
生
ま
れ
、
院
御
所
議
定
は
、
陣
定
や
摂
関
の
も
と
で
の
殿
下
議
定
、
殿
下
直
孫
議
定
の
上
位
に
位
置
す
る
朝
廷
の

「
最
高
審
理
機
関
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
院
御
所
議
定
制
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
　
『
玉
葉
』
文
治
二
年
正
月
二
十
七
日
条
。

②
　
　
『
公
卿
補
任
』
一
不
氷
三
年
条
。

③
橋
本
義
彦
「
院
致
政
権
の
一
考
察
」

⊥
…
責
。

（『

ｽ
安
貴
族
当
会
の
研
究
』
所
収
）
二
二

62 （528）



公卿議定制から見る院政の成立（美川）

④
　
　
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
十
四
翼
条
。

⑤
　
　
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
十
月
二
十
八
三
条
。

⑥
『
中
右
記
』
寛
治
二
年
八
月
七
日
条
。

⑦
　
　
『
為
房
素
麺
』
嘉
保
二
年
八
月
八
日
条
。
『
中
右
記
』
岡
臼
条
。

⑧
『
中
右
記
』
康
和
五
年
三
月
十
五
日
条
。

⑨
　
『
中
右
記
』
長
治
二
年
十
月
二
十
七
日
条
。

⑩
『
中
右
記
』
永
長
元
年
八
月
七
日
条
。

⑭
　
　
『
為
募
卿
記
』
康
和
五
年
八
月
十
七
日
条
。

⑫
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
五
年
六
月
十
～
繊
条
。
同
六
月
十
二
日
条
。

⑬
『
百
錬
抄
』
寛
治
五
年
六
月
十
二
日
条
。

⑭
安
田
元
久
「
『
源
氏
内
紛
』
の
致
治
的
背
景
」
（
『
日
本
初
期
封
建
糊
の
基
礎
研

　
究
』
山
川
出
版
社
一
九
七
六
年
所
収
）
八
七
頁
。

⑯
　
未
だ
白
河
が
在
位
申
の
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
十
月
十
四
旨
の
石
清
水
行
幸

　
に
際
し
、
激
し
い
闘
乱
を
繰
り
返
し
て
い
た
延
暦
・
園
城
両
寺
僧
徒
の
来
襲
に
備

　
え
て
、
義
家
・
義
綱
兄
弟
は
宣
冒
に
よ
っ
て
供
奉
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
本
官
が
な

　
い
の
で
一
応
関
白
晒
実
の
前
桐
と
い
う
資
格
で
行
列
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
注

　
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
日
の
『
水
左
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
「
行
幸
還
御
入
レ
夜
之

　
間
、
義
家
脱
二
束
帯
一
着
二
布
衣
「
帯
二
弓
節
候
二
御
輿
辺
M
云
々
」
。
『
為
房
卿
記
』

　
は
、
こ
の
隠
の
こ
と
を
「
布
衣
武
士
雇
調
従
量
螢
H
未
二
七
上
口
之
事
由
」
と
述
べ
て

　
い
る
が
、
こ
こ
に
は
昼
間
の
行
列
で
は
比
較
的
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
白
河
天
皇
と
義

　
家
と
の
個
入
的
に
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
月
十
九
日
の
賀

　
茂
社
行
幸
で
も
義
家
は
昼
間
は
口
実
の
前
駈
と
し
て
供
奉
す
る
が
（
『
水
左
記
』
）

　
夜
に
な
る
と
天
皇
の
「
御
輿
配
置
副
」
に
供
奉
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
為
房
卿

　
記
』
）
。
も
ち
ろ
ん
、
書
家
が
白
河
院
近
臣
と
な
っ
た
最
大
の
証
拠
は
、
『
中
右
記
』

　
承
徳
二
年
十
月
二
十
三
β
条
に
見
え
る
蒔
田
の
院
昇
殿
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
右

　
の
よ
う
な
前
提
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
家
と
白
河
天
皇
の
個
人
的
な
関
係

　
は
、
譲
位
後
も
容
易
に
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑯
『
為
房
卿
紀
』
長
治
元
年
二
月
工
十
二
同
条
。

⑰
『
中
右
記
』
長
治
二
年
十
月
三
十
日
条
。

⑱
た
と
え
ば
、
寛
塗
7
6
年
（
一
〇
八
七
）
九
月
二
十
八
臼
の
摂
政
山
勘
邸
で
の
公

　
卿
議
定
で
は
、
大
嘗
会
御
襖
の
た
め
の
大
膳
職
へ
の
行
幸
事
が
議
さ
れ
て
い
る

　
（
『
為
房
卿
記
』
『
本
朝
批
紀
』
）
。
ま
た
寛
治
二
年
（
～
○
八
八
）
十
二
月
八
日
の
摂

　
政
師
実
邸
で
の
議
定
で
は
、
宇
佐
八
縮
宮
神
人
の
士
籍
に
も
と
つ
く
太
宰
大
弐
藤

　
原
実
政
等
の
罪
科
が
審
議
さ
れ
て
い
る
（
『
中
右
記
』
『
寒
山
』
）
。
寛
治
工
年
十
月

　
二
十
一
日
に
は
、
堀
河
天
皇
の
元
服
本
月
定
が
陣
座
で
は
な
く
摂
政
師
実
の
内
裏

　
月
番
で
開
か
れ
、
後
目
の
自
問
を
待
た
ず
に
「
大
略
議
定
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

　
い
う
（
『
後
二
条
師
通
記
』
『
自
記
』
）
。
寛
治
六
年
（
～
〇
九
二
）
八
月
十
六
日
の

　
関
白
師
実
直
癒
で
の
議
定
で
は
、
伊
勢
太
神
宮
神
殿
顛
倒
に
つ
い
て
の
処
潰
が
審

　
議
さ
れ
て
い
る
（
『
中
冶
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
）
。

＠＠＠＠＠＠＠＠

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
十
月
四
日
条
。

『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
十
月
十
四
臼
条
。

『
為
軍
費
記
』
覧
治
元
年
九
月
二
十
八
日
条
。

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
十
月
三
十
日
算
。

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
閏
十
月
十
七
日
条
。

『
巾
右
記
』
嘉
承
二
年
十
月
三
十
日
条
。

『
4
3
右
記
』
天
仁
元
年
二
月
二
十
五
日
条
。

『
回
暦
』
天
仁
二
年
二
月
二
十
九
日
条
。
こ
の
『
殿
位
』
同
日
条
に
は
公
卿
議

　
定
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

⑳
　
『
百
錬
抄
』
天
仁
二
年
二
月
二
十
九
日
条
に
は
、
「
前
美
濃
守
義
綱
勘
二
罪
名
ハ

　
配
劃
流
佐
渡
圏
「
背
二
朝
憲
赴
二
城
外
一
之
故
也
、
令
三
諸
卿
定
ぬ
申
之
ご
と
あ
る
だ

　
け
で
あ
り
、
棚
橋
氏
の
如
く
、
こ
れ
を
陣
定
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
氏

　
前
掲
需
表
H
I
I
六
二
頁
）
。
但
し
そ
の
可
能
性
ま
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

⑱
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
、
第
…
巻
上
世
編
』
（
岩
波
書
店
一
九
四
四
年
）
八
五

　
〇
頁
。
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＠＠＠＠＠＠

『
中
右
記
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
一
日
条
。

『
中
右
記
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
一
一
日
条
。

『
中
右
記
』
天
仁
一
7
5
年
三
月
二
十
三
日
条
。

『
殿
暦
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
五
日
条
。

『
中
右
記
』
天
仁
元
年
三
月
二
十
七
日
条
。

『
殿
暦
』
天
仁
元
年
三
月
三
十
日
条
。
同
四
月
一

日
置
。
『
中
右
記
』
天
仁
元

　
年
四
月
二
日
条
。

⑳
　
『
中
右
記
』
長
治
元
年
六
月
二
十
四
日
条
。

⑳
　
棚
橋
光
男
「
申
世
権
家
の
成
立
」
（
『
講
座
噺
本
歴
史
』
中
世
1
、
濫
立
大
学
出

　
版
会
一
九
八
四
年
所
収
）
六
一
頁
。

⑰
　
棚
橋
氏
は
、
前
掲
の
「
院
政
期
の
訴
訟
制
度
」
六
五
頁
の
表
正
…
1
に
於
て
、

　
久
安
六
年
七
月
六
日
に
「
①
興
福
寺
大
衆
訴
ウ
別
当
未
望
事
②
同
衆
ウ
清
水
寺
別

　
当
補
任
事
」
の
二
議
題
に
関
す
る
陣
定
が
闘
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に

　
『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
藤
刑
記
』
に
は
「
久
安
六
年
七
月

　
五
臼
戊
申
」
に
興
福
寺
大
衆
の
傲
訴
が
あ
っ
た
こ
と
、
「
六
日
己
酉
」
に
大
衆
の
訴

　
に
よ
る
「
公
卿
愈
議
偏
が
開
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
干
支
「
戊
申
」

　
「
己
酉
」
は
『
台
記
』
や
同
じ
く
『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
に
ひ
か
れ
て
い
る
『
外

　
記
記
』
『
中
記
』
の
八
月
五
日
、
八
月
六
日
に
あ
た
り
、
『
三
組
記
』
の
七
月
は
八

　
月
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
七
月
六
目
の
「
公
卿

余
議
」
は
陣
定
で
は
な
く
『
中
記
』
八
月
六
日
条
に
「
上
達
部
参
二
御
宿
所
一
可
レ

被
レ
議
コ
定
山
階
寺
別
当
事
一
」
と
あ
り
『
百
錬
抄
』
同
日
条
に
「
単
二
摂
政
家
「
諸

鋼
参
集
、
南
京
大
衆
訴
申
興
福
寺
之
別
当
間
事
被
ご
議
定
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
八

月
六
日
の
摂
政
忠
通
邸
か
内
裏
の
忠
通
直
罐
（
両
方
と
も
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ

る
）
で
の
議
定
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
棚
橋
氏
が
表
H
i
I
で
「
興
福
寺
大
衆
訴
訟
」
に
関
す
る
陣
定
と
し
て

掲
げ
て
い
る
保
延
五
年
十
一
月
十
六
日
の
事
例
も
、
こ
の
年
の
三
月
に
お
こ
っ
た

興
福
寺
大
衆
の
倣
訴
と
は
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
別
当
出
血
の
軍
兵
と

大
衆
と
の
寺
内
合
戦
に
対
処
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
議
定
で
あ
る
（
『
百
錬
抄
』
十

一
月
十
六
日
条
。
『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
十
一
月
十
日
条
）
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
『
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
下
直
廠
云
女

校
了
』
に
「
於
二
関
白
子
鷹
階
」
と
あ
り
、
『
南
都
大
衆
入
洛
記
』
に
「
陣
定
」
と

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
も
陣
定
で
は
な
く
関
白
忠
通
の
直
願
で
の
議
定
で
あ
っ
た

可
能
性
が
強
い
。

＠＠＠＠＠

『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
九
月
五
日
条
。

辻
前
掲
書
入
五
七
頁
。

『
殿
暦
』
永
久
元
年
閏
三
月
二
十
一
日
条
。

『
紅
梅
卿
記
』
同
日
条
。
『
重
隆
記
』
同
日
条
。

『
長
秋
記
駈
永
久
元
年
四
月
一
日
条
。

『
中
右
記
』
天
永
三
年
十
月
九
日
条
。
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四
　
院
御
所
議
定
制
成
立
の
背
景

　
後
三
条
天
皇
以
降
、
保
元
の
乱
ま
で
の
時
代
は
、
一
貫
し
て
王
権
の
伸
長
の
時
代
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
王
権
内
部
の
天
皇
・
院
、

そ
し
て
王
権
に
密
着
す
る
摂
関
三
者
に
よ
る
激
し
い
主
導
権
争
奪
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
主
に
院
と
摂
関
と
い
う
対

立
の
構
図
の
中
で
描
か
れ
、
天
皇
と
院
、
天
皇
と
摂
関
の
関
係
は
軽
視
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
三
者
は
相
互
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に
緊
張
、
対
立
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
相
互
に
補
完
し
て
王
権
を
伸
長
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
三
条
か
ら
堀
河

が
亡
く
な
る
ま
で
、
そ
の
意
味
で
三
者
の
競
合
の
中
で
主
導
権
は
確
定
せ
ず
、
天
皇
と
摂
関
の
間
で
流
動
的
で
あ
っ
た
蒔
代
で
あ
る
。
こ
の
時

代
に
は
後
の
主
役
で
あ
る
院
は
ほ
と
ん
ど
主
導
権
を
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
後
三
条
親
政
期
は
天
皇
が
朝
政
の
主
導
権
を
も
っ
て
い
た
蒋
代
で
あ
り
、
外
戚
で
な
い
摂
関
は
勢
力
を
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
三
条
は
、

第
一
皇
子
貞
仁
親
王
（
白
河
天
皇
）
に
譲
位
し
た
際
、
第
二
皇
子
実
仁
親
王
を
皇
太
子
と
し
、
さ
ら
に
亡
く
な
る
ま
え
に
、
実
仁
の
登
酢
の
と

き
に
は
第
三
皇
子
輔
仁
を
皇
太
子
に
す
る
よ
う
に
遺
詔
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
白
河
天
皇
が
摂
関
家
の
師
実
の
養
女
賢
子
を
妃
と
し

て
い
た
た
め
、
擬
制
的
と
は
い
え
摂
関
家
を
外
戚
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
実
仁
、
輔
仁
は
と
も
に
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
①

た
め
で
あ
る
。

　
『
愚
管
抄
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
（
教
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぢ
で
ら
り
ょ
う
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う

　
　
サ
テ
又
当
時
氏
ノ
長
者
ニ
チ
ハ
大
二
条
殿
ヲ
ハ
シ
メ
ケ
ル
ニ
、
延
久
ノ
コ
ロ
氏
寺
領
、
国
司
ト
相
論
事
ア
リ
ケ
ル
。
大
事
ニ
ヲ
ヨ
ビ
テ
御
前
ニ
テ
定
ノ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
リ
ケ
ル
ニ
、
国
司
申
旗
竿
ニ
裁
許
ア
ラ
ソ
ト
シ
ケ
レ
パ
、
長
老
ノ
身
面
目
ヲ
ウ
シ
ナ
フ
上
二
神
慮
又
バ
カ
リ
ガ
タ
シ
、
タ
ダ
聖
断
ヲ
ア
ヲ
グ
ベ
シ
、
フ
シ

　
　
　
　
　
つ
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ノ

　
　
テ
神
ノ
告
ヲ
マ
ツ
ト
テ
、
ス
ナ
ハ
チ
座
ヲ
タ
・
レ
ニ
ケ
リ
。
藤
氏
ノ
公
是
舌
ヲ
マ
キ
ロ
ヲ
ト
ヂ
テ
ケ
リ
。
其
後
ヤ
マ
シ
ナ
寺
二
王
レ
本
裁
許
ア
リ
ケ
レ
バ
、

　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
衆
徒
サ
ラ
ニ
又
長
講
ハ
ジ
メ
テ
国
家
ノ
御
祈
シ
ケ
リ
ト
。

　
こ
こ
に
は
、
興
福
寺
と
国
司
と
の
相
論
が
大
事
に
及
び
、
「
御
前
定
」
が
行
な
わ
れ
、
国
司
に
裁
許
が
下
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
氏
長

者
粛
々
が
退
座
し
て
抵
抗
し
た
結
果
、
興
福
寺
に
裁
許
が
下
さ
れ
た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
御
前
定
」
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
天
皇
の
御
前
で
の
公
卿
議
定
、
　
つ
ま
り
内
裏
御
前
定
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
『
続
古
事
談
』
に
も
関
白
教
通
が
興
福
寺
南
円
堂
の
修
造
の

た
め
、
国
司
の
重
任
に
よ
る
成
功
を
主
張
し
、
後
三
条
天
皇
と
対
立
し
た
説
話
が
あ
る
が
、
教
通
が
雌
牛
公
卿
を
ひ
き
い
て
退
席
し
た
の
に
対

し
「
主
上
是
ヲ
キ
コ
シ
食
テ
、
関
白
殿
二
藤
氏
ノ
諸
卿
ヲ
メ
シ
カ
ヘ
シ
テ
、
南
円
堂
ノ
成
功
ヲ
ユ
ル
サ
レ
ニ
ケ
リ
」
と
天
皇
が
教
通
以
下
を
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
か
え
し
て
主
張
を
ゆ
る
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
天
皇
の
御
前
で
の
議
定
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
藤
原
茂
の
氏
寺
で
あ
る
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興
福
寺
の
修
造
や
、
興
福
寺
と
国
司
と
の
相
論
の
裁
定
に
簸
て
、
天
皇
御
前
で
の
議
定
が
開
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ぼ
、
既
述
の
よ
う
に
摂
関
政

治
の
も
と
で
は
「
国
家
大
事
」
ま
で
陣
定
で
審
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
比
し
て
、
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
後
世

の
書
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
公
家
の
日
記
に
も
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
録
が
あ
る
。

　
後
三
条
天
皇
の
践
詐
後
日
も
浅
い
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
十
二
月
に
二
条
内
裏
が
焼
亡
し
た
た
め
、
公
卿
議
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
当
日
参
内
し
た
多
く
の
公
卿
は
殿
上
間
に
止
め
ら
れ
た
ま
ま
審
議
に
加
え
ら
れ
ず
、
大
臣
三
人
の
み
が
御
前
に
召
さ
れ
て
御
前
定
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
源
経
信
は
「
今
日
慰
事
奇
悟
三
石
」
と
非
難
し
、
「
縦
書
レ
無
一
一
可
レ
申
事
個
癖
参
会
者
可
レ
被
レ
二
二
大
略
｝
鰍
、
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

末
申
日
行
幸
難
レ
有
二
其
魚
島
不
快
証
拠
」
と
天
皇
の
や
り
方
を
批
判
し
て
い
る
。
造
内
裏
の
議
定
が
御
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
は
『
江
家
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

第
』
に
「
或
於
二
御
前
一
定
申
」
と
あ
る
中
に
「
如
二
造
面
定
時
一
又
敷
レ
之
」
と
大
臣
円
座
の
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
見
ら
れ
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
道
長
の
時
代
に
も
造
宮
津
が
天
皇
御
前
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
異
例
の
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
大
臣
だ
け
が
御
前
で
議
定
す
る

の
は
前
代
に
な
い
こ
と
で
あ
り
、
明
ら
か
に
政
治
の
主
導
権
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
天
皇
の
意
図
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
先
の
『
続
古
事
談
』

で
は
、
天
皇
が
「
関
白
摂
政
ノ
オ
モ
ク
オ
ソ
ロ
シ
キ
事
ハ
帝
ノ
外
祖
ナ
ド
ナ
ル
コ
ソ
ア
レ
」
と
外
戚
の
地
位
に
な
い
関
白
教
通
に
言
い
放
っ
て

お
り
、
摂
関
を
抑
え
て
天
皇
親
政
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
後
三
条
の
意
図
は
公
卿
議
定
制
に
明
瞭
な
影
響
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
白
河
親
政
期
は
、
後
三
条
天
皇
の
摂
関
家
抑
圧
策
に
打
撃
を
う
け
た
摂
関
が
、
天
皇
と
の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勢
力
回
復
を
は

か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
天
皇
と
関
白
師
実
は
、
と
も
に
実
仁
、
輔
仁
系
統
に
皇
位
が
移
れ
ば
、
全
く
そ
の
基
盤
を
失
う
に
至
る
の
で
あ
り
、
反

実
仁
・
輔
仁
と
い
う
目
的
を
共
有
し
て
い
た
。

　
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
正
月
の
日
吉
社
踏
歌
の
節
会
の
際
の
凌
辱
事
件
に
端
を
発
し
た
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
抗
争
は
、
六
月
九
日
合
戦
に
発

展
し
園
誠
寺
が
延
暦
寺
の
僧
徒
数
千
人
の
た
め
焼
亡
し
た
が
、
当
日
内
裏
の
申
宮
賢
子
方
に
伺
候
し
て
い
た
関
白
師
実
の
も
と
に
内
大
臣
全
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
将
の
藤
原
信
長
以
下
の
公
卿
が
あ
つ
ま
っ
て
対
策
協
議
が
あ
り
、
十
一
日
に
も
師
実
の
も
と
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
十
七
日
に
は

内
裏
の
殿
上
で
園
城
寺
の
焼
亡
を
実
検
す
る
た
め
の
官
使
の
発
遣
に
つ
い
て
議
定
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
最
初
こ
の
日
の
議
定
は
議
定
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の
予
定
で
あ
っ
た
。
師
実
は
源
経
信
に
対
し
「
可
レ
参
人
々
畳
数
尤
少
、
然
而
翼
下
可
レ
難
二
黙
止
一
事
上
必
可
レ
有
レ
定
也
、
但
如
レ
此
認
定
多
於
二
御

前
一
管
レ
定
、
若
人
数
少
裁
可
レ
無
レ
便
鰍
」
と
、
参
仕
の
公
卿
が
少
な
い
の
で
陣
定
は
無
理
で
あ
る
こ
と
、
緊
急
を
要
す
る
の
で
議
定
は
行
わ
な

け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
、
倶
し
内
裏
御
前
定
は
避
け
た
い
が
、
人
数
が
少
な
け
れ
ば
そ
れ
も
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。

経
信
は
師
事
宿
所
（
殿
下
直
薩
）
で
の
議
定
で
は
ど
う
か
と
答
え
た
の
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
師
実
は
殿
上
定
を
提
案
し
、
天
皇
と
協
議
の
う

え
で
殿
上
定
に
決
定
し
た
。
議
定
は
師
実
も
出
席
し
て
行
わ
れ
た
が
、
公
卿
の
発
言
が
頭
登
臨
田
々
に
よ
っ
て
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
る
と
師
実
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

天
皇
御
前
に
向
い
、
裁
決
の
内
容
は
師
実
が
公
卿
に
伝
え
て
い
る
。

　
九
月
に
な
る
と
、
園
城
寺
の
僧
徒
が
延
暦
寺
に
対
し
て
報
復
攻
撃
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
態
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
九
月
十
五

日
に
は
延
暦
寺
僧
徒
が
焼
け
残
っ
て
い
た
園
城
寺
の
堂
舎
を
一
儲
も
残
さ
ず
焼
き
払
っ
た
。
朝
廷
で
は
再
三
に
わ
た
っ
て
検
非
違
使
な
ら
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

源
義
家
を
は
じ
め
と
す
る
「
武
勇
孝
女
」
を
派
遣
し
て
、
僧
徒
の
制
止
、
悪
僧
の
逮
捕
に
つ
と
め
る
が
う
ま
く
い
か
ず
、
九
月
十
六
日
に
内
裏

の
師
実
宿
所
に
、
大
納
言
源
俊
房
、
権
大
納
言
密
猟
房
、
権
中
納
言
源
経
鼻
と
い
う
村
上
源
氏
の
重
臣
と
師
実
の
息
権
大
納
言
師
通
が
召
さ
れ

検
非
違
使
に
よ
る
張
本
逮
捕
の
失
敗
と
延
暦
寺
が
搦
進
め
た
園
城
寺
の
僧
の
処
置
に
つ
い
て
諮
聞
が
あ
っ
た
。
俊
房
は
、
延
暦
・
園
極
寒
寺
の

張
本
を
尋
ね
る
こ
と
、
仏
神
に
祈
請
し
そ
の
徴
験
に
随
う
こ
と
、
山
僧
が
搦
進
め
た
僧
の
処
置
は
判
断
し
が
た
い
こ
と
を
発
言
し
た
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

場
で
翌
十
七
日
の
陣
定
の
開
催
と
俊
房
が
上
卿
と
な
っ
て
諸
等
を
召
す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
翌
日
の
陣
定
に
際
し
て
は
、
ま
ず
左
大
弁
藤
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

実
政
が
前
日
の
殿
下
直
鷹
議
定
で
の
俊
房
、
顕
房
、
経
信
の
発
墨
を
定
文
に
記
し
た
。
お
そ
ら
く
諸
卿
に
そ
れ
を
前
も
っ
て
示
し
た
た
め
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ろ
う
か
、
「
諸
卿
殊
無
レ
所
レ
令
二
定
申
一
云
々
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
前
臼
の
師
実
の
も
と
で
の
議
定
以
上
の
進
展
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
前
年
の
承
暦
四
年
（
　
○
八
○
）
の
宋
商
潮
懸
が
宋
国
明
州
の
牒
を
携
え
て
越
前
国
敦
賀
に
来
着
し
た
際
の
殿
下
議
定
と
陣
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
師
管
の
も
と
で
の
「
大
略
内
々
可
レ
被
二
相
議
｝
鰍
」
と
い
う
議
定
で
大
勢
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

翌
日
の
陣
定
は
「
件
定
難
榊
一
尤
無
益
こ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
永
保
元
年
の
例
に
戻
る
と
、
公
卿
議
定
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
九
月
二
十
日
に
諸
社
奉
幣
が
実
施
さ
れ
、
二
十
二
日
に
は
延
暦
・
園
城
両
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⑰

寺
の
宣
旨
請
文
が
朝
廷
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
張
本
輩
を
召
進
む
べ
き
宣
旨
も
即
日
下
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
両
寺
の
請

文
が
提
出
さ
れ
た
二
十
二
日
に
な
っ
て
も
、
未
だ
十
七
日
の
異
型
文
は
奏
聞
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
公
卿
の
発
言
の
脱
落
や
不
明
瞭
な
点
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
で
、
俊
房
は
左
大
弁
実
費
に
書
き
改
め
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
翌
二
十
三
日
に
改
め
ら
れ
た
定
文
も
触
載
事
に
よ
り
奏
聞
が
延

　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

期
さ
れ
、
結
局
俊
房
が
蔵
人
弁
伊
家
に
付
し
て
奏
聞
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
量
定
文
と
は
、
議
定
の
際
の
公
卿
の
意
見
を
各
個
に
羅
列
し
た
奏
闘
の
た
め
の
文
書
で
あ
る
が
、
『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
陣
定
は
世
事
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

外
は
定
文
が
作
成
さ
れ
て
、
そ
の
定
文
が
奏
聞
、
裁
断
さ
れ
る
こ
と
で
完
結
す
る
の
で
あ
り
、
右
の
例
の
場
合
、
張
本
輩
を
進
む
べ
し
と
い
う

宣
旨
も
、
諸
社
奉
幣
の
実
施
も
陣
定
の
正
式
の
結
果
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
寛
治
六
年
（
一
〇
九
一
一
）
六
月
に
、
左
大
弁
・
右

大
弁
が
参
内
で
き
ず
、
他
の
参
議
の
中
に
執
筆
の
任
に
湛
え
る
人
が
い
な
い
の
で
年
鑑
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
例
が
あ
る
よ
う
に
、
定

文
の
執
筆
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
定
文
の
作
成
は
、
右
の
よ
う
に
執
筆
に
不
慣
れ
な
大
弁
に
よ
る
遅
滞
が
あ
っ
た
り
、
作
成
さ
れ
た
後
も

憂
欝
な
ど
の
理
由
で
奏
聞
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前
に
見
た
永
保
元
年
六
月
十
七
日
の
場
合
の
よ
う
に
、
陣
定
は
定

足
数
の
有
無
は
不
明
と
は
い
え
、
公
卿
の
出
席
が
悪
い
と
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
緊
急
の
処
置
を
要
す
る
大
事
に
は
き
わ
め
て
不
向
き
な

の
で
あ
る
。
そ
の
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
定
文
執
筆
の
必
要
が
な
い
殿
下
直
朧
議
定
や
殿
下
議
定
の
併
用
を
摂
関
は
推
進
す
る

の
で
あ
る
が
、
『
江
家
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
内
裏
御
前
定
も
神
鏡
定
の
時
以
外
定
文
執
筆
の
必
要
は
な
く
、
殿
上
白
も
必
ず
し
も
定
文
作
成
の

要
は
な
か
・
た
の
で
あ
輌
ま
た
院
殿
上
定
の
場
合
も
翌
茱
』
に
「
長
路
蘇
吉
書
襲
蕗
ず
あ
る
よ
う
に
、
参
議
が
執
筆
す
・
定

文
で
は
な
く
、
蔵
人
の
折
紙
と
い
う
簡
便
な
定
式
が
し
だ
い
に
通
例
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
以
降
、
寺
社
傲
訴
等
の
緊
急
の
大
事
に
嘗

て
、
霜
曇
が
し
だ
い
に
開
か
れ
な
く
な
り
、
右
の
よ
う
な
そ
の
他
の
種
類
の
公
卿
議
定
が
主
流
と
な
る
の
は
、
し
だ
い
に
政
治
が
簡
素
化
さ
れ

て
く
る
傾
向
の
中
で
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
白
河
天
皇
は
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
に
譲
位
し
た
後
も
天
皇
の
父
と
し
て
政
治
関
与
を
し
続
け
、
摂
政
師
実
も
天
皇
の
外
戚
と
し
て
政
治
を

行
っ
た
。
こ
の
後
も
、
摂
関
は
政
治
の
主
導
権
の
回
復
に
努
力
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
皇
と
の
間
に
大
き
な
対
立
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
、
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公卿議定制から見る院政の成立（美川）

未
だ
後
三
条
天
皇
の
遺
愛
に
よ
る
後
継
老
と
見
な
さ
れ
て
い
た
輔
仁
親
王
の
存
在
を
共
通
の
脅
威
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公

卿
議
定
の
主
導
権
を
掌
握
し
、
公
卿
層
の
支
持
を
え
な
が
ら
、
朝
廷
の
政
策
決
定
の
主
導
権
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
摂
関
の
努
力
は
し
だ
い
に

功
を
奏
し
は
じ
め
、
師
通
が
関
白
と
な
る
直
前
の
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
頃
に
な
る
と
摂
関
は
政
治
の
主
導
権
を
ほ
ぼ
手
中
に
し
て
い
た
。

　
寛
治
七
年
三
月
三
日
、
白
河
上
皇
は
、
論
弁
藤
原
季
仲
を
使
者
と
し
て
内
大
臣
師
通
に
、
諸
国
に
荘
園
が
満
ち
て
い
る
の
で
制
止
し
た
い
こ

と
と
整
理
令
の
対
象
と
な
る
新
立
荘
園
の
上
限
年
代
の
定
め
方
に
つ
い
て
、
内
々
に
尋
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
師
通
は
「
尤
可
レ
候
之
事
也
、
於
二

巴
儀
一
可
レ
被
山
導
申
一
欺
」
と
上
皇
の
提
案
に
賛
成
し
た
よ
う
に
述
べ
つ
つ
も
、
陣
定
で
の
決
定
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
季
重
は
「
更

不
レ
可
二
相
叶
去
々
」
と
反
対
し
て
い
秘
こ
の
覆
に
荘
園
整
馨
が
発
布
さ
れ
た
記
事
は
會
見
ら
れ
な
い
が
・
そ
の
意
味
は
翠
師
通

が
関
白
に
就
任
し
た
後
の
政
．
策
の
中
で
明
ら
か
に
な
る
。
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
月
三
十
日
、
内
裏
の
殿
上
に
大
殿
師
管
、
師
通
以
下
の
公

卿
が
出
席
し
て
議
定
が
行
わ
れ
、
内
裏
造
営
の
是
非
が
審
議
さ
れ
て
諸
・
卿
は
多
く
「
伊
勢
太
神
宮
内
外
遷
宮
之
次
、
諸
園
役
夫
工
晶
相
催
之
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

多
有
二
亡
弊
聞
ハ
過
二
今
三
ケ
年
一
可
レ
被
二
造
営
一
昔
」
と
述
べ
て
い
る
。
伊
勢
神
宮
は
、
内
宮
が
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
九
月
に
事
始
、
嘉
保
二

年
（
一
〇
九
五
）
九
月
に
遷
宮
、
外
宮
は
嘉
保
元
年
九
月
に
事
始
、
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
九
月
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
役
夫
工
米
の
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

課
微
収
は
事
始
の
年
に
は
じ
ま
る
。
実
際
に
内
裏
造
営
は
外
宮
の
遷
宮
も
終
わ
っ
た
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

内
裏
造
営
を
遷
宮
が
お
わ
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
は
師
通
の
政
策
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
市
田
弘
昭
氏
は
、
荘
園
整
理
の
全
国
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
内
裏
造
営
の
た
め
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
け
ば
、
師
通
の
政
策
で
は
、
荘
園
整
理
令
も
当
面
延

期
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
白
河
上
皇
の
意
志
と
は
対
立
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
上
皇
は
、
摂
関
に
陣
定
を
開
か
せ
ず

に
、
荘
園
整
理
令
を
発
布
し
、
内
裏
を
直
ち
に
造
営
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
摂
関
側
は
公
卿
議
定
に
よ
っ
て
諸
王
の
支
持
を
え
な
が

ら
荘
園
整
理
令
、
内
裏
造
営
の
延
期
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
摂
関
側
の
主
張
が
通
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
堀
河
天
皇
の
成
長
に
よ
る
政
治
的
主
導
権
の
主
張
と
、
摂
関
と
の
関
係
の
亀
裂
で
あ
る
。
承
徳
元
年
（
一
〇

九
七
）
四
月
三
十
臼
、
す
で
に
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
堀
河
天
皇
は
自
ら
の
意
志
で
、
藤
原
宗
忠
の
内
蔵
頭
就
任
を
要
誌
し
、
「
言
成
二
親
泥
一
人
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⑳

全
無
レ
所
レ
隔
欲
二
召
仕
こ
と
述
べ
て
お
り
、
宗
忠
は
自
分
が
天
皇
の
「
親
泥
人
」
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
を
「
是
大
慶
也
」
と
感
激
し
て
い
る
。

天
皇
は
朝
政
の
主
導
権
を
掌
握
す
る
た
め
、
宗
忠
の
よ
う
な
故
実
先
例
に
通
じ
た
有
能
な
貴
族
を
「
被
レ
任
二
垂
準
朝
臣
一
後
、
次
八
人
皆
以
受

⑫領
」
と
い
う
近
来
の
例
に
反
し
て
、
内
蔵
頭
と
い
う
天
皇
の
側
近
の
官
職
に
任
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
年
の
十
一
月
、
五
節
辰
日
節
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
力
）

の
際
、
大
殿
師
実
が
左
中
将
忠
教
に
命
じ
て
「
五
か
所
不
仕
女
」
を
搦
取
ら
せ
た
の
に
対
し
、
天
皇
が
「
先
不
レ
奏
二
山
荘
（
狼
従
二
五
節
所
一
搦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

取
引
事
、
尤
不
レ
便
也
」
と
怒
っ
た
た
め
「
大
殿
関
白
殿
及
一
家
公
卿
」
の
出
仕
、
参
内
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
る
。
宗
忠
が
「
秘

事
誠
不
レ
豊
野
、
為
二
朝
大
事
一
也
」
と
嘆
い
て
い
る
こ
の
天
皇
と
摂
関
家
の
対
立
は
、
ま
さ
し
く
、
擬
制
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
外
戚
の
地
位

を
一
つ
の
拠
り
所
と
し
て
白
河
即
位
以
来
そ
の
勢
力
回
復
に
つ
と
め
、
政
治
的
主
導
権
を
確
保
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
摂
関
家
が
、
師
通
の

死
を
待
た
ず
に
再
び
衰
退
に
転
ず
る
契
機
と
な
る
事
件
で
あ
っ
た
。

　
長
治
元
年
（
＝
〇
四
）
延
暦
寺
は
激
し
い
騒
乱
の
中
に
あ
っ
た
が
、
六
月
に
な
る
と
山
上
の
合
戦
は
偏
え
に
陸
運
僧
都
貞
尋
の
所
為
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
流
罪
に
処
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
大
衆
の
奏
状
が
朝
廷
に
提
出
さ
れ
、
ま
た
近
欝
中
に
大
衆
が
京
中
の
論
難
の
在
所
を
尋
ね

て
追
捕
す
る
と
い
う
の
で
、
「
彼
是
共
非
常
鰍
」
と
い
う
認
識
に
達
し
た
朝
廷
で
は
、
六
月
二
十
四
日
内
裏
殿
上
で
の
公
卿
議
定
を
開
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

堀
河
天
皇
は
さ
ら
に
大
臣
の
み
を
御
前
に
召
し
て
議
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
事
態
は
八
月
に
大
衆
に
よ
る
座
主
質
倉
の
追
却
に
発
展

し
た
が
、
十
月
に
は
大
衆
か
ら
早
く
座
主
の
後
任
を
補
任
し
て
ほ
し
い
と
い
う
申
請
が
あ
り
、
十
月
二
十
六
日
陣
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
場
で

は
、
慶
朝
の
訊
問
、
末
寺
荘
園
悪
僧
の
濫
妨
停
止
、
諸
寺
僧
徒
の
兵
侯
停
止
、
衆
徒
の
越
訴
禁
止
等
に
つ
い
て
図
郭
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

月
と
同
じ
よ
う
に
天
皇
は
左
大
臣
源
俊
房
、
内
大
臣
源
雅
実
、
民
部
卿
源
俊
明
ら
の
重
臣
を
御
前
に
召
し
て
、
重
ね
て
の
議
定
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
朝
廷
は
源
義
家
・
義
綱
等
と
検
非
違
使
に
命
じ
て
、
比
叡
山
東
西
坂
下
を
固
め
、
悪
僧
な
ら
び
に
網
羅
を
帯
し
て
山
上
に
登
ろ
う
と

す
る
も
の
を
追
捕
さ
せ
、
京
中
の
悪
僧
も
捕
え
さ
せ
た
が
、
こ
の
処
置
も
『
中
右
記
』
が
、

　
　
凡
此
両
三
年
来
諸
社
諸
寺
大
衆
狼
以
激
発
、
勢
成
二
濫
悪
噛
全
以
無
二
制
止
一
瞬
、
仏
法
已
欲
レ
滅
、
万
人
成
レ
歎
之
虚
、
平
楽
適
殊
下
団
坐
言
一
被
レ
禁
二
濫
悪
ハ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
可
レ
謂
二
善
政
一
也
、

70 （536）



公卿議定制から見る院政の成立（美川）

と
天
皇
の
論
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
三
条
天
皇
の
も
と
で
の
御
前
定
と
同
じ
堀
河
天
皇
御
前
で
の
公
卿
議
定
は
、
朝
政
に

於
け
る
天
皇
の
主
導
権
を
飛
躍
的
に
高
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
院
と
天
皇
と
の
関
係
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
康
和
四
年
（
二
〇
二
）
七
月
、
伊
勢
太
神

宮
の
放
火
に
よ
り
、
相
撲
御
覧
の
儀
を
ど
う
す
る
か
の
陣
定
が
開
か
れ
た
が
、
公
卿
た
ち
の
大
勢
の
意
見
は
御
覧
停
止
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
い

て
天
皇
は
廃
朝
に
よ
る
相
撲
停
止
を
提
案
し
、
そ
の
ま
ま
決
定
さ
れ
た
。
　
こ
れ
を
『
中
右
記
』
は
「
依
レ
為
二
小
事
一
型
レ
可
レ
止
二
相
撲
一
之
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

内
々
院
御
気
色
之
由
」
と
述
べ
、
院
が
天
皇
の
決
定
に
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
三
章
で
述
べ
た
長
治
元
年
（
一
一

〇
四
）
二
月
の
石
清
水
八
幡
宮
激
賛
事
件
で
も
、
院
が
議
定
を
開
い
て
決
定
し
た
修
理
別
当
高
信
の
停
止
に
つ
い
て
、
天
皇
は
「
極
不
快
」
で

　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
た
と
い
う
。
政
治
的
主
導
権
を
伸
長
さ
せ
よ
う
と
す
る
天
皇
が
、
「
父
子
の
義
」
と
い
う
血
縁
関
係
か
ら
発
言
を
強
め
つ
つ
あ
る
院
と
政

治
的
に
対
立
す
る
可
能
性
も
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
き
っ
た
天
皇
が
院
を
引
退
さ
せ
、
天
皇
親
政
を
確
立
す
る

こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
は
今
ま
で
の
議
論
と
は
少
し
次
元
が
異
な
る
次
の
よ
う
な
重
大
な
障
害
が
あ
っ

た
。　

そ
の
後
も
延
暦
寺
な
ど
の
大
寺
社
の
騒
乱
は
容
易
に
お
さ
ま
る
こ
と
は
な
く
、
堀
河
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
時
の
「
只
恨
時
世
及
レ
末
、
天
下

頗
乱
、
偉
是
豊
野
一
一
一
人
之
餐
一
膝
、
法
王
已
在
、
世
間
事
相
調
分
両
方
一
之
故
也
」
と
い
う
有
名
な
『
中
右
記
』
の
言
葉
も
、
著
者
宗
忠
が
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
近
く
白
河
院
に
は
む
し
ろ
疎
遠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
天
皇
弁
護
の
言
で
あ
り
、
山
僧
の
濫
悪
を
は
じ
め
と
す
る
世
の
乱
れ
を
法
皇

に
帰
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
は
天
皇
が
政
治
的
実
権
を
握
っ
た
時
の
危
険
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
石
井
進
氏

に
よ
る
と
、
か
つ
て
の
天
皇
は
神
と
人
と
の
中
間
に
立
っ
て
神
を
祭
る
司
祭
者
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
同
時
に
「
神
」
そ
の
も
の
で
も
あ
り
え
た

多
く
の
タ
ブ
ー
に
つ
つ
ま
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
後
三
条
以
降
、
院
、
天
皇
個
人
の
タ
ブ
ー
や
マ
ギ
ー
か
ら
の
解
放
が
は
じ
ま
り
、
「
神
」

か
ら
「
人
」
へ
の
転
化
が
行
わ
れ
、
同
時
に
院
、
天
皇
も
ま
た
一
個
の
「
人
間
」
と
し
て
、
貴
族
層
か
ら
の
仮
借
な
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た

　
　
⑪

と
い
う
。
宗
教
的
権
威
を
も
ち
、
外
在
す
る
超
自
然
的
な
力
を
も
っ
て
国
家
諸
権
力
を
統
合
し
て
き
た
天
皇
が
、
そ
れ
ら
を
捨
て
て
国
家
権
力

71 （537）



の
実
権
を
握
り
自
ら
政
治
を
行
え
ば
、
常
に
反
対
勢
力
の
批
判
を
あ
び
、
そ
れ
が
王
権
の
危
機
に
つ
な
が
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
天
皇
が
多
数

の
タ
ブ
ー
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
方
が
、
王
権
の
も
つ
活
力
は
保
護
さ
れ
、
そ
の
カ
の
減
退
は
防
が
れ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
堀
河
天
皇
が

亡
く
な
る
前
年
の
嘉
承
発
年
（
＝
〇
六
）
十
月
、
「
凡
近
代
山
僧
濫
行
、
勢
満
二
都
躍
こ
と
い
う
状
況
の
中
で
「
抑
近
日
大
衆
事
、
上
皇
全
払
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

被
二
沙
汰
骨
筆
忌
事
許
被
二
張
行
一
条
、
頗
有
二
其
故
一
眠
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
に
か
わ
っ
て
、
自
河
法
皇
に
よ
る
政
治
が
、
天
皇
に
近
い
宗

忠
に
よ
っ
て
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
摂
関
家
が
天
皇
と
の
亀
裂
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
天
皇
親
政
が
王
権
の
矛
盾
の
申
で
限
界
を
露

呈
し
た
こ
の
時
点
で
、
白
河
院
の
主
導
権
に
よ
る
政
治
し
か
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
院
御
所
議
定
制
の
成
立
は
、
既
に
堀
河
天

皇
が
亡
く
な
る
前
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
院
御
所
議
定
制
の
成
立
に
よ
っ
て
、
白
河
法
皇
は
朝
政
の
主
導
権
を
完
全
に
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
皇
は
再
び
マ
ギ
ー
、
タ
ブ
ー
の

支
配
す
る
「
安
全
圏
」
へ
と
戻
っ
た
の
で
あ
り
、
王
権
の
安
泰
も
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
院
御
所
議
定
制
は
、
従
来
の
「
父
子
の
義
」
と

い
う
天
皇
と
の
血
縁
関
係
か
ら
す
る
政
治
関
与
と
は
次
元
を
異
に
す
る
域
に
院
政
を
押
し
上
げ
た
の
で
あ
り
、
白
河
院
政
が
こ
こ
に
確
立
し
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
龍
粛
『
平
安
時
代
』
（
春
秋
社
一
九
六
二
年
目
九
五
頁
。

②
『
愚
管
抄
』
巻
四
。

③
　
　
『
続
古
事
談
』
一
。
な
お
古
典
文
学
大
系
本
の
『
愚
管
抄
』
補
注
四
－
八
七
（
四

　
四
四
頁
）
で
は
、
こ
の
『
続
古
事
談
』
の
記
事
が
注
②
の
『
愚
管
抄
』
の
記
菓
と

　
「
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
卓
見
で
あ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
同
じ
事
件
を
扱
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
．

＠＠＠＠＠

『
帥
記
』
治
暦
四
年
十
二
月
三
十
B
条
。

『
江
家
次
第
』
巻
十
八
「
陣
定
事
」
粂
。

『
小
右
記
』
長
保
元
年
七
月
十
一
日
条
。

『
帥
瞬
記
』
・
氷
保
一
兀
年
山
ハ
h
月
九
日
条
。

『
帥
記
駈
・
氷
保
一
兀
年
六
月
十
一
門
口
条
。

⑨
『
帥
記
』
永
保
元
年
六
月
十
七
日
条
。

⑩
　
　
『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
十
四
日
条
。

　
年
九
月
十
四
日
条
。

＠＠＠＠＠＠＠＠

十
五
日
条
。
『
挟
桑
略
記
』
永
保
元

『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
十
六
日
条
。

『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
十
七
日
条
。

『
為
房
獅
記
』
永
保
元
年
九
月
十
七
日
条
。

『
帥
記
』
承
暦
四
年
九
月
十
九
臼
条
。

『
帥
記
』
承
暦
四
年
九
月
二
十
日
条
。

『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
日
条
。

『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
二
日
条
。

『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
二
日
条
。
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⑲
『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
三
日
条
。

⑳
　
『
水
左
記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
九
日
条
。

⑳
　
実
例
と
し
て
は
『
朝
野
血
荒
』
巻
五
所
収
の
延
久
二
年
十
二
月
七
日
陣
定
文
を

　
参
照
。

⑫
前
に
掲
げ
た
「
陣
定
事
」
条
を
参
照
。

⑭
　
　
『
－
甲
右
記
』
離
見
治
六
年
六
月
一
二
日
条
。

⑳
　
前
に
掲
げ
た
「
陣
定
事
」
条
を
参
照
。

㊧
　
『
玉
葉
』
治
承
四
年
五
月
二
十
七
日
条
。

⑯
　
『
後
一
一
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
三
月
三
日
条
。

　
　
最
近
坂
本
賞
三
「
寛
治
七
年
荘
國
整
理
の
議
と
そ
の
背
景
」
（
『
出
代
文
化
』
三

　
七
i
十
二
）
は
、
「
更
不
レ
可
二
堀
叶
欄
云
々
」
を
「
季
挿
が
、
と
て
も
（
新
立
荘
園

　
の
）
制
止
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
」
と
い
う
新
解
釈
を
示
し
て
い
る
が
、

　
不
自
然
で
あ
り
と
ら
な
い
。

⑳
　
『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
＋
月
三
＋
日
条
。

⑱
　
棚
橋
光
男
「
行
事
所
－
院
政
期
の
政
治
機
構
1
」
（
同
齢
前
掲
書
所
収
）
一
九
－

　
一
三
頁
。

⑳
新
造
内
裏
上
棟
は
承
徳
二
年
四
月
十
日
で
あ
り
（
『
中
右
記
』
同
士
条
）
新
造
内

　
裏
遷
御
日
時
定
は
同
年
十
月
三
十
日
で
あ
る
（
『
中
右
記
』
同
目
条
）
。

お
　
わ
　
り
　
に

⑳
　
市
田
弘
昭
「
平
安
後
期
の
荘
園
整
理
令
；
全
国
令
の
発
令
契
機
を
中
心
に
一
」

　
（
『
史
学
研
究
』
一
五
三
）

⑳
　
『
中
右
記
』
出
穂
元
年
四
月
三
十
日
条
。
な
お
宗
忠
は
摂
関
家
の
近
習
で
も
あ

　
つ
た
（
『
中
右
記
』
康
和
五
年
十
二
月
二
十
三
日
条
）
。

⑫
　
『
中
右
記
臨
承
徳
元
年
四
月
三
十
日
条
。

⑱
　
『
中
右
記
隔
承
徳
元
年
十
一
月
二
十
三
日
条
。

⑭
　
　
『
・
甲
右
記
』
長
治
瓢
兀
年
山
ハ
月
二
十
－
四
日
〃
宋
。

⑳
　
　
『
・
甲
右
記
』
長
治
　
兀
年
十
n
月
二
山
一
山
ハ
日
条
0

⑧
　
『
中
右
記
』
長
治
元
年
十
月
三
十
日
条
。

⑳
　

『
中
右
記
』
康
和
四
年
七
月
二
十
八
日
条
。

⑱
『
為
房
京
阪
』
長
治
元
年
二
月
二
十
二
曝
条
。

⑳
　
『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
条
。

⑳
宗
忠
が
白
河
院
に
疎
遠
で
あ
っ
た
こ
と
は
戸
田
芳
実
『
中
右
記
』
（
そ
し
え
て
｝

　
九
七
九
年
）
六
ニ
ー
三
頁
。

＠
　
石
井
進
「
院
政
時
代
」
（
『
講
座
日
本
史
』
2
、
東
京
大
学
繊
版
会
一
九
七
〇
年

　
所
収
）
二
一
九
頁
。

⑫
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
十
月
二
十
二
日
露
。

少
な
く
と
も
九
世
紀
末
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
陣
営
に
対
す
る
摂
関
家
の
支
配
が
確
立
し
た
の
は
、
道
長
、
頼
通
と
い
う
摂
関

政
治
の
全
盛
期
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
、
陣
定
は
国
家
の
重
大
事
か
ら
日
常
政
務
ま
で
を
審
議
す
る
公
卿
議
定
制
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

摂
関
の
陣
定
に
対
す
る
主
導
権
も
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
。

　
院
政
期
に
頻
発
す
る
寺
社
激
訴
は
朝
廷
に
よ
っ
て
国
家
の
重
大
事
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
処
す
る
公
卿
議
定
は
太
政
官
政
治
の
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形
式
を
保
持
し
て
い
る
陣
定
か
ら
、
そ
の
形
式
を
払
拭
し
た
内
裏
の
御
前
定
、
殿
上
定
以
下
の
公
卿
議
定
へ
と
堀
河
在
位
中
に
し
だ
い
に
変
化

し
、
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
の
天
皇
の
死
と
と
も
に
院
御
所
議
定
中
心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
れ
以
降
、
院
御
所
議
定
は
は
じ

め
て
家
政
的
次
元
を
越
え
た
国
政
上
の
問
題
を
扱
う
「
最
高
審
理
機
関
」
と
な
る
。
こ
こ
に
院
御
所
議
定
制
が
成
立
す
る
。

　
院
御
所
議
定
制
成
立
の
背
景
に
は
、
後
三
条
天
皇
の
時
代
以
来
の
王
権
の
伸
長
、
王
権
内
部
の
天
皇
、
院
、
そ
し
て
王
権
に
密
着
す
る
摂
関

の
三
者
に
よ
る
激
し
い
主
雪
男
争
奪
が
あ
っ
た
。
後
三
条
天
皇
の
摂
関
家
抑
圧
策
に
打
撃
を
う
け
た
摂
関
は
、
天
皇
と
の
関
係
を
緊
密
に
し
、

公
卿
議
定
の
開
催
で
貴
族
層
の
支
持
を
え
な
が
ら
勢
力
を
圓
復
さ
せ
、
関
白
師
通
が
登
場
す
る
頃
に
は
朝
政
の
主
導
権
を
掌
握
す
る
に
至
る
。

し
か
し
堀
河
天
皇
の
成
長
に
よ
る
政
治
的
主
導
権
の
主
張
に
よ
り
、
摂
関
と
天
皇
と
の
関
係
に
亀
裂
が
生
じ
摂
関
家
は
衰
退
し
て
い
く
。
朝
廷

の
主
導
権
を
手
中
に
し
た
天
皇
も
王
権
の
矛
盾
に
よ
っ
て
政
治
的
限
界
を
示
し
、
天
皇
側
近
の
貴
族
か
ら
も
院
の
政
治
的
主
導
権
が
期
待
さ
れ

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
院
御
所
議
定
制
の
成
立
に
よ
り
、
院
は
朝
政
の
主
導
権
を
完
全
に
掌
握
し
、
天
皇
は
再
び
マ
ギ
ー
、
タ
ブ
ー
の
「
安
全

圏
」
へ
と
戻
り
、
王
権
の
安
泰
が
は
か
ら
れ
る
。
白
河
院
政
は
こ
こ
に
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
下
京
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AStudy　on　l）ian鄭（貧）during　Xi　Zhou比周Period

by

Yoshinori　Matsui

　　We　can　find　names　of　Dianノ勿gε伽璽井叔，1）ian　O初Z勿π9震號仲，

Dian　l）θπg　Bo山登伯and　so　on，　in　Diαn　during　Xi　Zhou　period．　They

were　by　names　that　combined　the　place　name　of　Dian　with　Jing　Shu

井叔，Guo　Zhon8　Wh仲and．1）eng　Bo　i登伯as　well　as　X2αη伽g　S伽威井

叔，Feng　fin．　g　Shu豊二三and　C勿πg　Gμo　Z加％9誠號仲．　By　e琴istence　of

’these　names　that　contain　place　names，　we　can　know　that’the　branch

families　of　Nei　Fu内服　VMaz　Fu心服feudal　lords　lived　in　these　places．

And　we　can　suPPose　that　in　Dian　there　was　Z）ian　Huan；興起，　a　direct

managenlellt　of　Zhou周1〈ings，　which　some　public　othces　controlled，

and　around’it　there　lived　branch　families　of　AreiFtt　WaiF“　feudal　lords，

Moreover，　Dian　had　the　same　structure　as　l磁π9豊，　Zhou　etc．　which

were　called　“capitals”　of’Zhou　kings，　and　it　was　the　place　equal　to

kings’　“capitals”　as　a　political　and　military　base　of　Xi　Zhou　dynasty．

So　we　can　argue　that　Xi　Zhoz｛　dynasty　had，　as　it　were，　the　threefold

structure　that　Wang　Ji王畿（NeiFu）were　built　up　around　kings’

“capitals”　and　around　them，　WaiFu　feudal　lords　were　given　fiefs．　And

by　existence　of　branch　families　of　NezFu　WaiFu　feudai　lords　in　Dian，

Feng　etc．，　we　can　infer　that　blood　relationship　of　each　clan　connected

these　three　structures　one　another．

The　Establishment　of　the　Ex－emperor’s　Government

in　the　View　of　the　Court　Noble’s　Proceeding－system

by

Kei　Mikawa

　　It　is　in　the　golden　age　of

Michinaga道長and　Yorim　ichi

the　rule　of　the　Regency，　the　age　of

頼通，that　the　Regellt　Family　assumed
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control　of　Jinnosadame陣定which　had　been　established　at　least　sillce

the　late　9th　century．　ln　those　days　linnosadalne，formed．　．the　nqcleus　of

the　court　noble’s　proceeding－system　which　discussed　various　matters　from

the　nationai　ones　to　the　routine．

　　In　the　period　of　the　ex．　一emperor’s　government　the　frequency　of　li－

shagりso寺社傲訴，　direct　petitions　by　shri4es　and　temples，　brought　the

limit　of　finnosadame　to　light．　lnstead　of　that，　the　proceedings　in　the

ImPeriql　P41ace　rugh．．asβ・ze・・sαdame，御前定鱒dρ6吻bsα4α膨殿上定
，w．　e．Fe　g，ftg4．’ Cheld．：1，　Si．nce．　’the　qeath　of．　the　Empetpr　Horikowa　．pm．？a」　ip．the

β蜘d．μg櫛慰事承・th・p・・Ceedi・g・1．・，．the　e冬一emp・雌’・Palace
．ChieflY　discu’ssgq，　the　pitQblerp．．，’p！　lehe　lish’agbso．11　’　At　．the　’lsai“e　tipae　it　was

・airr偉⑫骨．脚・．・fゆ曜・m・、e・・n・i1．，whi・h．a・騨・4．＝㌻hβreig・己・f

中・．9・脚⑱㌻．器品d、．…t＃・．蜘・9・m・・t6f　th♀．．eX－e「dpe・d・IS．h．…eh・ld・

When　thiS　．Sy＄．　tem．’
C’

mV’≠刀@．　e’gt4bliShed；．　the．　ekT’emperdr’s　goverriment　．　came

intb’　exlstehce’　．a’s　the’ @despotie　iponarchy．

Qilsgs，　Local　Spciety　．apd　Emperor　・in

　　　“Strategikon”・of　Kekaumenos’

by

KOichi　lnoue’

In　1070s’Kel〈aUmenOs，　’a　prOVincial　．noljle？　Wrote　“＄trat．egikon’”　which

was　a　manual　for　his　young　sons，　filled　With’　counsels　for　ptoper　conduct

in　a　variety　of　situations．　ln　its　chapter　3　Kekaumenos　gave　them

advices　in．　．c｛　se　．　of　leadipg　a，private　！ife，　．g．1　at．　is，　ppt　holding　a　govem－

ment　Postl’　He　reeommended’　them　to　conduct　oikbs，　or　household，　care－

fully．　’ChaPter・3’Mayibe　named　“oikonbmika’”，　and　by　examining　it　we

are　able　to　make　out　the　characteristics　of　oikos　of　the　11th・century

provincial　magnates．

　　Oikos　of　Kekaumenos　was　to　be　se！f－suMcient　agricultural　manage－

ment，　making　use　of　many　servants　and　peasants．　lt　had　a　measure

of　military　power，　some　of　the　servants　were　armed　by　their　rnaster，

’KekaumenQs，．・．But・．its　agricultural　management　was　not　stable，　and・its

military　poWeX．．was　liin．　lted．by　the　fact．　that　oikos　d圭dエ1Qt　haye　m．ilitary
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